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広報
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今
月
の
主
な
内
容

◦総人口◦

23,659（24,039）人　

◦男　性◦

11,280（11,467）人　

◦女　性◦

12,379（12,572）人　

◦世帯数◦

10,721（10,769）世帯

（　　）内は前年同月末日
※住民基本台帳人口による

いの町の
人口 平成29年

2月末現在

消防団員募集
6  いの町地域福祉計画の策定にかかるアンケート結果報告
8  第23回仁淀川紙のこいのぼりを開催します

8  高齢者肺炎球菌ワクチンについて

9  第2次教育振興基本計画
10 平成29年度いの町職員採用試験案内

2  

4  

南海トラフ地震に備えて

いの町上下水道組合   ☎ 090－9555－6246
上下水道休日当番

4
固定資産税　１期
今 月 の 納 税

仁淀消防組合吾北分署新庁舎完成
〜詳細は12ページに掲載〜
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。
　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施していま
す。
　また、町では耐震診断の無料化を実施しており、耐震設計・改修事業について、今年度から補助金額を最大
40万円増額しました。また、耐震設計・改修事業については、段階的耐震化補助及び代理受領制度を整備して
おります。
　南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な「揺れ対策」をお願いします。

1 木造住宅耐震診断

1 対象となる住宅
町内に所在し、昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、
併用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2 対象とならない住宅
特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを
含む混構造の住宅）

3
診断を受ける
ことができる方

町内に居住し、対象となる住宅の所有者でいの町税を滞納していない者

4 診断方法
申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や
天井裏の点検口（開口部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天
井をめくるような調査は行いません。

5 診断費用 無料

6 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

7 注意事項

①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
習」を受講し県へ登録されている者です。

②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務
付けるものではありません。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定す
るものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

2 木造住宅耐震設計・改修

1 要件

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が１.０未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が１.０以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改

修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの
⑤いの町税を滞納していない者であること。

2 補助金額
〇耐震改修設計費・・・最高  30万5千円
〇耐震改修工事費・・・最高122万5千円

3 非木造住宅の耐震診断・設計・改修
　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する補助金です。
　耐震診断を実施したことに対して3万円、耐震設計に30万5千円、耐震改修工事に122万5千
円を上限に補助があります。着手前に申請が必要となります。詳細はお問い合わせください。

▪総務課　☎８９３－１１１３
	 ▪吾北総合支所住民福祉課　☎８６７－２３００

	 ▪本川総合支所住民福祉課　☎８６９－２１１２

南海トラフ地震に備えて大幅増額

申込・問い合わせ
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4 ブロック塀の耐震対策補助
　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、又は軽減
することを目的とした補助事業です。

1 補助対象者
①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含

む。）
②いの町税を滞納していない者

2
補助の対象となる
ブロック塀など

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つでも不適合
があるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する
点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第2項に規定する道路の中心から2
メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から2メートル後退して改修
してください。

3 補助対象経費
補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の
対象となります。

4 補助金額
定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、そ
の額となります。また、補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てにな
ります。

5 老朽住宅除却事業
　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっています。老朽
化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。　

1 補助対象者
①いの町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係に

ある者など町長が認めたものを含む。
②いの町税を滞納していない者

2 補助対象建築物

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など

②別表第１に規定する基準で100点以上の評定があるもの
※別表第１については、担当課までお問い合わせください。

3 補助金額 除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

6 家具転倒防止
　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただき、委託業者に取付作
業を依頼します。

1 事業の流れ
申請書の提出
　→取付可否の判断 → 決定通知書の送付 → 委託業者の現地確認 → 取付作業
　→事業完了

2 補助対象者 全世帯

3 固定箇所数 一世帯につき5か所まで

4 その他注意事項

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家などの場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。
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消防団員募集中

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
る

け
ど
、
「
消
防
署
」
と
は
ち
が
う
の
？
消
防

団
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

非
常
備
消
防

　

「
非
常
備
消
防
」
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で

す
が
、
こ
れ
と
反
対
に
「
常
備
消
防
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防
業
務
を
専

門
に
行
う
行
政
機
関
や
そ
の
職
員
を
表
す
言

葉
で
す
。

　

一
方
、
「
非
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
消

防
団
は
、
日
常
は
ほ
か
に
職
業
を
持
つ
一
般

住
民
で
あ
る
団
員
で
組
織
さ
れ
、
い
ざ
火
災

な
ど
の
災
害
時
に
出
動
し
、
消
火
・
防
災
活

動
に
あ
た
る
機
関
で
す
。
出
動
し
た
と
き
に

は
、
消
防
署
と
協
力
し
、
消
火
・
防
災
活
動

を
行
い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織

　

い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単
位
で
３
方

面
隊
に
別
れ
、
各
地
域
単
位
の
分
団
や
部
・

班
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地
域
に
消
防

屯
所
が
あ
り
、
消
防
車
を
は
じ
め
消
防
団
活

動
に
必
要
な
資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
時

に
各
地
で
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、
消
防

署
・
警
察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
解
決
す
る
地
域
防
災
力
の
向

上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
住
民
の
避
難
誘
導
、

水
門
閉
鎖
、
消
火
、
救
助
、
傷
病
者
搬
送
、

行
方
不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
撤
去
、
避
難
所
運

営
支
援
、
夜
間
警
戒
な
ど
、
災
害
発
生
初
期

か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
も
、
平
成
26
年
度
の
台
風
12
号
・
11

号
災
害
で
は
全
団
員
を
招
集
し
、
水
防
警
戒
、

舟
艇
に
よ
る
人
命
救
助
、
道
路
障
害
物
除
去
、

避
難
誘
導
、
被
災
状
況
報
告
な
ど
、
各
地
域

で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
元
の
状
況
な
ど
を
熟
知
し
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て

　
　
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め
そ
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　

消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水
害
時
の
水

防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、
災
害
現
場
の
第
一

線
で
消
防
署
の
消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の

防
除
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
・
救
助
、
水
難
救
助
活
動
な
ど
に
も

出
動
し
ま
す
。

予
防
活
動

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重
要
な
活
動

で
す
。

　

年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の
火
災
予
防
、

町
民
祭
で
の
警
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　

出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
消
防
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習
や
水
難
救

助
訓
練
、
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
訓
練

な
ど
、
年
数
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防
学
校
で
消

防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
へ

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

平成 26 年台風災害時の活動
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啓
発
・
広
報
活
動

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
地
域
住
民

の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の

防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ
の
参
加

を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
警
察
署
と
協
力
し
て
、
水
難
事
故
防

止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
魅
力
は
？

　

消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か
に
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
す
ば
ら
し
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
消
防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

消
防
団
員
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
、
出
動
の
際
に
は
報
酬
も
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少
な

い
報
酬
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が
強
い
も
の
で
す
。

　

「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　

団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
～
60
代
、
職
業

も
農
業
、
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
と
多

種
多
様
で
す
。

　

一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力
で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　

例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練
は
、
月
一

回
の
定
時
通
信
と
資
機
材
点
検
、
春
と
秋
の

演
習
、
５
月
の
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練

内
容
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
年
末
警

戒
や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
操
法
大
会
の
あ
る
年
に
つ
い
て
は
、

出
場
す
る
各
分
団
・
部
で
の
操
法
訓
練
が
あ

り
ま
す
。

　

火
災
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
、
水
難
事

故
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
に
、
出
動
要

請
が
あ
り
ま
す
。

団
員
の
身
分
や
待
遇
は
？

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　

費
用
弁
償
と
し
て
、
８
時
間
を
一
回
の
出

務
と
し
て
、
一
回
５
，０
０
０
円
支
給
さ
れ
、

年
度
末
に
、
階
級
に
応
じ
て
年
報
酬
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
公
務
中
の
災
害
に
つ
い
て
も
手
厚
い

補
償
が
あ
り
、
退
団
さ
れ
る
際
に
は
、
勤
務

年
数
に
応
じ
て
退
職
報
奨
金
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
互
助
会
制
度
や
福
祉
共
済

制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
方
法
は
？

　

町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
防
火
・
防
災

活
動
に
従
事
し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳
以
上
の

方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も
大
丈
夫
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
署
消
防
団
係☎８

９
３-

３
２
２
１

③
総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

園児との交流（防火パレード）

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

平成29年2月分

※町公式ホームページにも掲載しています。
南上水水系・公園町水系

単位 基準値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 ー 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 5.1 2.4 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 ー 5.8以上8.6以下 6.9 7.4

味 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

鎌田水系
単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 1 0 0
大腸菌 ー 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 2.8 2.7 2.6 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 ー 5.8以上8.6以下 7.0 6.9 7.0 

味 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

いの町上水道水質検査結果
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　地域福祉を進めるための第２期いの町地域福祉計画いの町地域福祉活動計画（平成29年度～）策定にあたり、ア
ンケートを実施しました。この結果などをもとに課題を整理し、計画に盛り込みました。

　子育て関係アンケート：町内小学校１年生～３年生の保護者 ……… 回答数３７９
　　 　 　 　 　 　 　 　 　　母子保健推進員、主任児童委員、町職員 … 回答数２４８
　地 域 福 祉 ア ン ケ ー ト：民生委員、区長など ………………………… 回答数２２２

小地域単位での福祉コミュニティづくりの推進のための４つの柱に関するアンケート結果

地域の相談機能・支え合いの強化　1

拠点型つどいの充実2

みんなで進める小地域福祉3

地域福祉「ここ４～５年、あなたの地域の中で相談できる場は増えましたか？」

子育て関係、地域福祉合算「あなたはあったかふれあいセンター事業を知っていますか？」

子育て関係
「あなたは地域出番会議を知っていますか？」

地域福祉
「あなたは地域出番会議に参加したことがありますか？」

減った 4%

無回答 5%

増えた 7%

変わらない 
89%

全く知らない
40%

名前は知っているが、
活動内容は知らない 

33%

知っている 
22%

無回答 6% 無回答 4%

全く知らない
73%

名前は知っているが、
活動内容は知らない 

11%

知っている 
10%

参加したことがある
34%

参加したことがない
31%

会議があることを
知らない

31%

相談できる場が増えていない硬直化が見られる

結果となりました。地域の相談機能・支え合い

の強化のため、相談窓口の充実とその周知が求

められています。

拠点型つどいのモデルとなる、あったかふれあいセンターにつ

いては、「知っている」が22％となっており、活動内容の周知

を進めていくことが求められています。また、自由記述による

回答で、「いの町広報に載せるだけでは読み飛ばしてしまう」、

「地域住民の方々へのPRや参加者の感想をメールなどで周知

するような案内があるといい」、といった意見がありました。

いの町地域福祉計画の策定にかかるアンケート結果報告
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小地域福祉推進のコーディネート機能の充実4

その他の主な項目

子育て関係
「あなたは社会福祉協議会を知っていますか？」

子育て関係
「あなたやご家族は、社会福祉協議会に相談した時、
　解決できましたか？」無回答 6%

無回答 8%

全く知らない
22%

名前は知っているが、
活動内容は知らない 

31%

解決できなかった
ことがある 

1%

特に相談した
ことはない 

89%

知っている 
41%

解決できた 2%

地域福祉「あなたは、地域出番会議をどのように充実させていきたいですか？」（自由記述）

　・私の地区では参加者が少なく意見をまとめることができなかった。

　・地域出番会議の母体組織を作り、自立して活動ができるようにしたい。

　・一地区が一年で終了するので成果がでない、もっと継続が必要。

　地域出番会議を開催し、地域支え合いプランの作成に取り組んできたものの、十分ではない現状となってい

ます。住民座談会も含め、今後も継続した取り組みが求められています。

▪子育て支援
　「あなたは、どのような子育て支援があれば利用したいと思いますか？」複数回答　うち主なもの

　　 回答 　夏休み期間中の子どもの居場所づくり …… 21.2％、子どもの遊び場の充実 ……………… 20.2％
　　　　　　病児・病後児保育 …………………………… 13.3％、一時的な子どもの預かりサービス … 11.0％

▪災害対策
　「地域で行われる避難訓練や防災訓練に参加したことがありますか？」複数回答

　　 回答 　参加したことがある ………………………… 39.1％、 参加したことがない ………………… 50.7％
　　　　　　訓練が行われていることを知らない ……… 10.1％

▪地域で取り組むべき課題
　「あなたのお住まいの地域では、地域として取り組むべき課題として、どのようなものがあると思いますか？」

複数回答　うち主なもの
　　　　　　地域の防犯・治安・交通安全の向上 ……… 22.8％
　　　　　　災害が発生した際の安否確認や避難誘導 … 22.1％
　　　　　　地域コミュニティづくり …………………… 10.6％、人口減対策 …………………………… 10.0％

回答

社会福祉協議会では、様々な事業を行っていますが、その活動の認知度が低い地域や、社会福祉協議会との関

わりが少ないのではないか、ということがわかりました。小地域福祉推進のコーディネートのため、社会福祉協

議会の役割も含めた一層の広報活動や、地域に積極的に出向いた関係構築が求められています。
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高齢者肺炎球菌ワクチンについて
町では高齢者肺炎球菌予防接種費用の一部を助成しています。
平成29年度の対象者は次の方で、対象の方には4月上旬に個別通知をお送りします。
接種を希望される方は、説明文書を必ず読んだうえで、同封の予診票（びわ色の用紙）を使用して接種してください。

◇平成29年度対象者
　  過去に高齢者肺炎球菌ワクチン（23価）を接種したことが無く、次の生年月日の方

問い合わせ　ほけん福祉課  ☎ 893-3811／吾北総合支所住民福祉課  ☎ 867-2300／本川総合支所住民福祉課  ☎ 869-2114

　65歳相当の方（昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生）
　70歳相当の方（昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生）
　75歳相当の方（昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生）
　80歳相当の方（昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生）
　85歳相当の方（昭和 ７年４月２日～昭和 ８年４月１日生）
　90歳相当の方（昭和 ２年４月２日～昭和 ３年４月１日生）
　95歳相当の方（大正11年４月２日～大正12年４月１日生）
100歳相当の方（大正 ６年４月２日～大正 ７年４月１日生）

▶ 期　間　５月３日（水・祝）～５月５日（金・祝）
▶ 場　所　国道33号仁淀川橋下（いの町波川河原）

仁淀川紙のこいのぼりを開催します
第20回第23回

５月４日（木・祝）
仁淀川ふるさと市	 　10：00～16：00
水きり大会
　・午前の部
　　水きり教室	 10：00～10：30
　　水きり大会	 10：30～11：45
　・午後の部
　　水きり教室	 13：00～13：30
　　水きり大会	 13：30～14：50
ワークショップ	 10：00～16：00
川舟体験	 10：00～16：00

５月３日（水・祝）
オープニング	   9：00～
こい流し	   9：30～
仁淀川ふるさと市	 10：00～16：00
川舟体験	 12：00～16：00
吾北清流太鼓	 14：00～
こいのぼり探し（宝探し）	 13：00～
ワークショップ	 10：00～16：00

５月５日（金・祝）
仁淀川ふるさと市	 10：00～16：00
ワークショップ	 10：00～16：00
川舟体験	 10：00～受付15：00まで
こいのぼり探し（宝探し）	13：00～
水中こいのぼりプレゼント	 16：00～

※こいのぼりプレゼントは開始30分前に
　本部で整理券を配付します。
※内容・時間は変更になる場合があります

▼  主催　仁淀川紙のこいのぼり実行委員会

▼  共催　いの町観光協会
■ 問い合わせ　産業経済課　　　☎８９３‐１１１５
　　　　 　　　いの町観光協会　☎８９３‐１２１１

◇自己負担額	 2,000円（生活保護受給者は、接種前の申請で無料になります。）

◇そ　の　他	 ※接種時点に60歳から64歳までで、身体障害者手帳１級程度の方も対象となる場合があります。
	 事前にお問い合わせください。
	 ※助成を利用できるのは「対象の年度に１回のみ」です。
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第２次いの町教育振興基本計画を策定しました
　町では教育基本法第17条の２項の規定に基づく「第２次いの町教育振興基本計画」を、庁内ワーキング
チームの素案を基に、いの町教育振興基本計画検討委員会において委員の皆様と協議を重ね策定しました。
計画の期間は平成29年度から33年度までの５年間としております。
　計画では、基本理念を下記のように掲げ、これまで長年取り組み、培ってきた道徳教育を基盤とし、柔
軟な心で社会に対応できる力を持った人間を育む取組を推進します。そのため、ほめ言葉のシャワーのま
ちを目指して子どもをはじめとする一人一人の自尊感情を高める教育を最重要課題として取り組んでいき
ます。

■問い合わせ　教育委員会事務局　☎088-893-1922

【施策体系】

＜基本目標＞ ＜基本的な方向性＞

【３つの基本理念】
（１）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り開く人材
（２）命を大切にできる子どもたち
（３）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち

1． 自尊感情が高く心豊かな人間性
の育成と個性の伸長を図り主
体的、能動的に他者と協働し社
会を生き抜く力を養成する。

（１）すべての子どもが輝く教育の推進

（６）地域との連携・協働体制の構築

（７）生涯にわたり子どもも大人もともに学び続け
る環境の充実

（２）チーム学校の構築
（３）子どもたちのよりよい育ちへの支援の充実
（４）保育・教育環境の充実
（５）厳しい環境にある子どもたちへの支援の充実

2. 安心と信頼のある保育・教育環
境を整備する。

3. 学校を地域とともに創ることに
より、活力のあるコミュニティ
を形成する。

4. 生涯にわたって、子どもも大人
もともに学び続けられる生涯学
習社会を実現する。

人や文化を育み、心豊かな町づくり
～ほめ言葉のシャワーのまちを目指して
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◆ 問い合わせ ◆　　総務課　　☎  893 － 1113

1 採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
試験区分 採用予定人員 主な勤務先

①土木 １名 本庁又は総合支所
②保育士 １名 保育園又は幼稚園
③看護師 若干名

仁淀病院など
④薬剤師　※随時募集 １名

2 受験資格
試験区分 受　　　験　　　資　　　格

①土木 昭和57年４月２日以降に生まれた人で、民間企業などにおける職務経験を平成29年６月
30日までの間に３年以上有する人（見込みの人を含む。）

②保育士 昭和62年４月２日以降に生まれた人で、保育士及び幼稚園教諭の両資格を有する人

③看護師 看護師の資格を有する人

④薬剤師 薬剤師の資格を有する人
※随時募集していますので、お問い合わせください。

注）上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかに該当する人は受験できません。 
　 ・成年被後見人及び被保佐人 ( 禁治産又は準禁治産の宣告を受けた者を含む）
　・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 
　・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 2 年を経過しない人 
　・日本国憲法施行の日（昭和 22 年 5 月 3 日）以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を

暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

3 受験手続
  （１）申込書の入手方法
　　　　４月３日（月）から、総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉課、枝川出張所、八

田出張所、すこやかセンター伊野又は仁淀病院で配布を受けるか町のホームページからダウンロードし
てください。

  （２）申込みの方法
　　　総務課へ持参又は郵送

  （３）受付期間
　　　４月３日（月）～４月 21 日（金）
　　　※土・日を除き、８：30 ～ 17：15 までの間受け付けます。
　　　　郵送による申込も４月 21 日必着です。

4 試験日、試験科目
試　験　日 試　験　区　分　及　び　種　目

平成29年５月14日（日）

①土木 適性検査、専門試験
②保育士 専門試験
③看護師 適正検査、専門試験
①～③の全職種 作文、個別又はグループによる面接

　　※④薬剤師については，随時募集していますので、お問い合わせください。
　　※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

5 採用予定日
　   平成 29 年７月１日

い の 町 職 員 採 用 試 験 案 内平成29年度
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ニ
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た
。

　

ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
火

災
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
伊
野
保

育
園
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
、
川

内
保
育
園
、
吾
北
保
育
園
、
吾
北

幼
稚
園
、
本
川
へ
き
地
保
育
園
で

は
防
火
餅
つ
き
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

ニ
ュ
ー
ス

春
季
演
習
を
実
施

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

３
月
５
日
、
い
の
町
消
防
団
伊
野

方
面
隊
が
春
季
演
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
演
習
で
は
、
実
働

水
利
部
署
訓
練
、
並
び
に
、
無
線

運
用
要
領
を
踏
ま
え
た
指
揮
命
令
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

4
月
の
消
防
団
行
事
予
定

４
月
23
日（
日
）

　

い
の
町
消
防
団
互
助
会
総
会

　

及
び
幹
部
会

４
月
26
日（
水
）

　

高
知
県
消
防
大
会

ニ
ュ
ー
ス

第
65
回
高
知
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
大
会

　

１
月
29
日
に
室
戸
市
か
ら
安
芸

市
ま
で
の
４
６
．５
㎞
を
7
人
で

走
る
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
中
学
生
か

ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
選

手
が
出
場
し
、
一
丸
と
な
っ
て
タ

ス
キ
を
繋
い
で
い
く
伝
統
あ
る
こ

の
大
会
で
全
41
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
な
か
、
い
の
町
Ａ
は
14
位
、
い

の
町
Ｂ
は
35
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
結
果
】

　

い
の
町
Ａ

　
　

順
位　

14
位

　
　

記
録　

２
時
間
43
分
07
秒

　

い
の
町
Ｂ

　
　

順
位　

35
位

　
　

記
録　

３
時
間
１
分
28
秒

ニ
ュ
ー
ス

災
害
医
療
救
護
訓
練

　

１
月
22
日
、
仁
淀
病
院
に
お
い

て
、
高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

管
内
の
市
町
村
職
員
、
消
防
職
員
、

医
療
関
係
者
、
高
知
県
職
員
な
ど

約
２
７
０
名
が
参
加
し
、
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
に
よ

り
、
災
害
医
療
救
護
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
仁
淀
病
院
敷
地
内
に

医
療
救
護
所
を
設
営
し
、
町
災
害

対
策
本
部
、
高
知
県
中
央
西
医
療

支
部
、
仁
淀
消
防
署
、
医
療
救
護

所
、
仁
淀
病
院
間
に
お
け
る
通
信

連
絡
訓
練
、
医
療
救
護
所
に
お
け

る
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、

災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い

る
仁
淀
病
院
で
の
患
者
受
け
入
れ

訓
練
、
仁
淀
消
防
署
に
よ
る
重
症

患
者
の
広
域
搬
送
訓
練
、
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
に
よ
る
災
害
時
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ

参
加
機
関
の
役
割
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
30

年
の
間
で
、
70
％
程
度
の
確
率
で

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
、
大
規
模
災

害
に
備
え
て
参
り
ま
す
。

力走する町代表ランナー
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仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

新
庁
舎
完
成

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
増
改
築
工

事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
、
仁
淀

消
防
組
合
吾
北
分
署
新
庁
舎
が
、

１
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
建
物
面
積
の
拡
張

に
よ
り
、
十
分
な
広
さ
の
執
務
室

や
休
憩
室
、
車
両
格
納
庫
や
資
機

材
倉
庫
の
整
備
に
よ
り
、
出
動
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
屋

内
外
に
設
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
に
よ
り
職
員
の
体
力
作
り

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
家
発
電
設
備
の
設
置
に

よ
り
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
も

向
上
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
19
日
に
は
、
竣
工
記
念
式

典
が
実
施
さ
れ
、
関
係
者
に
よ
り

新
庁
舎
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
22

日
か
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

初
期
消
火
に
対
す
る
感
謝
状

を
贈
呈

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、

2
月
4
日
、
初
期
消
火
に
対
す
る

感
謝
状
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
12
月
16
日
、
い
の
町

上
八
川
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

際
し
、
初
期
消
火
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
同
町
上
八
川
の

土
木
作
業
員
、
高
橋
勉
さ
ん
に
感

謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス

平
成
28
年
度
高
知
県
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
功
労
団
体
等
表
彰

　

2
月
16
日
、
平
成
28
年
度
高
知

県
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
総
会
で
、
枝
川
地
区
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
活
動
が
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

　

枝
川
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

は
、
枝
川
地
区
で
平
成
18
年
か
ら

青
色
回
転
灯
車
両
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ
か
、
通
学
路

な
ど
で
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
の
管
理
組
織

の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
る
ほ
か
、

県
内
初
の
ゾ
ー
ン
30
指
定
の
際
に

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
地
域
に
説

明
、
行
政
な
ど
に
働
き
か
け
を
行

う
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防

犯
活
動
の
活
性
化
、
児
童
の
健
全

育
成
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安
心

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
を
し

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
長
年
の
ご
尽
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

平
成
28
年
度
元
気“
イ
キ
イ
キ
”

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
修
了

　

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
「
一

人
ぼ
っ
ち
を
感
じ
な
い
」
「
い
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
温
か
み
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
イ
キ
イ
キ
と
活
動
す
る
こ
と

で
地
域
も
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
講
座
を
今
年

度
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

７
回
に
わ
た
る
講
座
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
元
気
な
25
名
の
方
が
参
加
し
、

熱
心
な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
７

回
す
べ
て
受
講
さ
れ
た
方
８
名
に

は
町
長
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
終
日
は
、
高
知
大
学

地
域
協
働
学
部　

玉
里
恵
美
子
教

授
に
よ
る
「
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

地
域
福
祉
」
の
講
演
の
あ
と
、
視

察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
自
分

た
ち
の
地
域
で
で
き
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
「
地
域
に
あ
っ
た
規
則

作
り
が
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
」

「
自
分
か
ら
地
域
に
出
て
行
こ

う
」
「
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
声

か
け
や
訪
問
を
し
た
い
」
「
気
軽

に
立
ち
寄
り
集
ま
れ
る
よ
う
な
場

所
を
作
り
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
で
親
し
く
な
っ
た

参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
た

り
、
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
精
神
デ
イ
ケ
ア
活
動
な
ど
へ
の

具
体
的
な
参
加
方
法
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
る
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０
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青
年
海
外
協
力
隊
が
帰
国

挨
拶

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
フ
ィ

ジ
ー
で
活
動
し
て
い
た
、
い
の
町

出
身
の
森
温
子
さ
ん
が
２
月
22
日
、

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

栄
養
士
で
あ
る
森
さ
ん
は
、
現

地
の
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る
た
め
、

食
生
活
改
善
や
運
動
促
進
な
ど
に

２
年
間
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。　

　

フ
ィ
ジ
ー
で
の
貴
重
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
を
活
か
し
、
今
後
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

高
知
県
児
童
生
徒
表
彰
受
賞

　

２
月
26
日
、
高
知
市
文
化
プ
ラ

ザ
か
る
ぽ
ー
と
で
「
平
成
28
年
度

高
知
県
児
童
生
徒
表
彰
受
賞
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
学
校

か
ら
は
、
左
記
の
団
体
、
個
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
高
知
県
内
の
小
中

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び

高
等
専
門
学
校
の
児
童
生
徒
が
対

象
で
、
善
行
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
お
い
て
、
他
の
児
童
生
徒

の
模
範
と
な
る
活
動
や
功
績
が
称

え
ら
れ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門　

団
体
〉

　

吾
北
中　
　

生
徒
会

〈
芸
術
部
門　

個
人
〉

　

枝
川
小	
小
野
口
夕
月
さ
ん

　

伊
野
南
中	
藤
岡　

菜
実
さ
ん

ニ
ュ
ー
ス

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ

第
３
回
Ｊ
Ａ
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
で
優
勝

　

い
の
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

の
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
が
、
２

月
25
日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
さ
か

わ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
農
協

主
催
の
第
３
回
Ｊ
Ａ
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
コ
ス
モ
ス
農
協
管
内
の
、

小
学
３
年
生
以
下
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
、
お
互
い
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
で
は
、

随
時
入
団
生
を
募
集
中
で
す
。
３

か
月
無
料
体
験
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

川
澤

☎
０
９
０-

２
７
８
１-

４
６
８
５

お
知
ら
せ

カ
ワ
ウ
捕
獲
に
つ
い
て

　

仁
淀
川
漁
協
は
、
猟
友
会
の
協

力
を
得
て
、
近
年
放
流
ア
ユ
な
ど

に
多
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
カ
ワ
ウ
の
捕
獲
を
年
間
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

に
十
分
配
慮
の
う
え
行
い
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
期
間　

４
月
１
日（
土
）～

　
　
　
　
　

５
月
31
日（
水
）

▼
区
域

　

仁
淀
川
河
口
（
春
野
町
側
）
よ

り
上
流
、
出
来
地
及
び
日
高
村
鴨

池
ま
で
の
本
流
の
み

▼
除
外
区
域

①
仁
淀
川
河
口
よ
り
土
佐
市
側
全

域
②
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
よ
り
仁
淀
川
橋
ま
で

の
区
域

▼
対
応
方
法

　

花
火
で
の
追
払
い

　

銃
で
の
捕
獲

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　

☎
８
９
３-

２
３
０
０

お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

お
子
さ
ま
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済
的
な
理

由
で
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
学

用
品
費
・
給
食
費
な
ど
を
公
費
で

援
助
す
る
制
度
で
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
に
つ
い
て

・
町
内
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
学
校
か
ら
申
請
の
案
内

が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
町
内
に
居
住
し
、
町
外
の
学
校

（
私
立
学
校
な
ど
）に
在
籍
す
る

場
合
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
９
３-

１
９
２
２

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会　
実
施

　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
及
び
銃
砲
刀
剣
類
登
録
規
則

に
基
づ
く
標
記
審
査
会
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

13
時
30
分
～
16
時
00
分

　

（
受
付
は
15
時
30
分
）
ま
で

▼
場
所

　

高
知
県
庁
西
庁
舎
３
階
会
議
室

　

（
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

銃
砲
刀
剣
類
担
当

　

☎
８
２
１-

４
７
６
１
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お
知
ら
せ

菊
池
寺
子
屋
の
公
開
日

　

29
年
度
も
菊
池
省
三
氏
に
教
育

特
使
を
委
嘱
し
「
菊
池
学
園
」
を

継
続
・
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
な
か
「
菊
池
寺
子
屋
」
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
町
内
に
お

住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。
な
お
、
テ
ー
マ
及

び
時
間
は
予
定
で
す
の
で
、
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
教
育

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

4
月
4
日（
火
）

▼
テ
ー
マ

　

「
学
級
ス
タ
ー
ト
1
週
間
の

　
　

取
組
」

▼
日
時　

4
月
5
日（
水
）

▼
テ
ー
マ

　

「
価
値
語
に
つ
い
て
」

　

「
成
長
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」

▼
日
時　

4
月
27
日（
木
）

▼
テ
ー
マ

　

「
ほ
め
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
に

　
　

つ
い
て
」

▼
場
所　

い
の
ホ
ー
ル

▼
時
間　

19
時
～
21
時

▼
講
師　

い
の
町
教
育
特
使　

菊
池　

省
三　

氏

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
８
９
３-

１
９
２
２

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
を
、
町
内
の
他
の
土

地
・
家
屋
と
比
較
し
、
適
正
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
３
日（
月
）～

　
　

５
月
１
日（
月
）

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

▼
縦
覧
で
き
る
方

　

納
税
者
、
納
税
管
理
人
及
び
代

理
権
を
有
す
る
代
理
人

※
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
も

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、縦
覧
資
格
が
あ
り
ま

せ
ん
。な
お
、自
己
の
土
地
・
家
屋

の
価
額
と
他
の
土
地
・
家
屋
の
価

額
を
比
較
す
る
目
的
以
外
は
、縦

覧
で
き
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
場
所

　

町
民
課

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

　

土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、

　
　
　
　

地
積
、
価
額

　

家
屋
：
所
在
、
家
屋
番
号
、

　
　
　
　

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

　
　
　
　

価
額

▼
縦
覧
手
数
料

　

無
料

▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、

印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
会
社
印
又

は
代
表
者
印
）
、
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の
。
な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
、

こ
の
ほ
か
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

閲
覧
に
つ
い
て

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
事
項
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
送
時
に
同
封
す

る
課
税
明
細
書
に
よ
り
、
ご
自
分

の
資
産
に
対
す
る
課
税
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
や
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
証
明
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、

借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の
賃
借
権

な
ど
を
有
す
る
方
も
対
象
で
す
が
、

借
地
人
な
ど
で
あ
る
方
に
つ
い
て

は
そ
の
賃
借
権
な
ど
を
有
す
る
土

地
に
つ
い
て
、
借
家
人
な
ど
で
あ

る
方
に
つ
い
て
は
そ
の
賃
借
権
な

ど
を
有
す
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地

で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
の
み
、
閲

覧
又
は
証
明
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

　

随
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

▼
閲
覧
で
き
る
方

　

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
及

び
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
、
借

地
人
・
借
家
人
な
ど

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
課

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

　

土
地
：
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

　
　
　
　

地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
　
　
　

価
額
な
ど

　

家
屋
：
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

　
　
　
　

家
屋
番
号
、
種
類
、
構

　
　
　
　

造
、
床
面
積
、
価
額
な

　
　
　
　

ど

▼
閲
覧
手
数
料

　

有
料
３
０
０
円

　

（
た
だ
し
、
納
税
義
務
者
に
つ

い
て
は
縦
覧
期
間
中
無
料
で
す
。）

▼
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
。
な

お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
こ
の
ほ

か
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
に
つ
い

て
は
、
別
途
賃
貸
借
契
約
書
・

領
収
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で

す
。

お
知
ら
せ　

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
の
固

定
資
産
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
で

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
４
月

24
日（
月
）ま
で
に
減
免
申
請
書
を

町
民
課
、
各
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

先
に
納
税
さ
れ
た
場
合
は
減
免
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

及
び
住
民
票
コ
ー
ド
入
り
の

住
民
票
の
取
得
に
つ
い
て

・
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
方
が
来

る
場
合

　

使
用
目
的
を
ご
記
入
い
た
だ
い

て
、
そ
の
場
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
委
任
を
受
け
た
別
世
帯
の
方
が

来
る
場
合

　

即
時
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
本

人
の
住
所
に
、
転
送
不
要
の
簡
易

書
留
で
住
民
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
じ
番
地
に
住
民
票
が
あ
っ
て
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ら
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も
、
世
帯
が
分
か
れ
て
い
る
場
合

は
別
世
帯
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。
顔
写
真
有
の
も

の
は
１
点
、
顔
写
真
無
の
も
の
は

２
点
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

平
日
／
９
時
30
分
～
20
時

土
、
日
、
祝
日
／
９
時
30
分
～

17
時
30
分

お
知
ら
せ　

国
民
健
康
保
険
税・介
護
保
険
料・後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）に
つ
い
て

　

４
月
・
６
月
・
８
月
の
特
別
徴

収
金
額
は
、
原
則
と
し
て
２
月
の

特
別
徴
収
金
額
と
同
額
を
徴
収
し

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、
現
在
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
平
成
29
年
度
中
に
世

帯
主
が
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、

４
月
以
降
は
特
別
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
通
知
書
は
、
７
月
の
本

算
定
時
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
付
書
又
は

口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
て
い
た
方

で
、
新
た
に
４
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
は
、
４
月
上
旬

ま
で
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-
２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-
２
１
１
２

お
知
ら
せ　

家
庭
用
浄
化
槽
の
設
置
補
助

に
つ
い
て

　

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
に
、
家

庭
の
雑
排
水
（
台
所
、
風
呂
、
洗

濯
な
ど
の
排
水
）
と
、
し
尿
を
あ

わ
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
方
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
上
下
水
道
課
又
は

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
地
域　

　

全
域
（
公
共
下
水
道
認
可
区
域
、

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
、
天
王

地
区
を
除
く
。）

▼
補
助
対
象
者

　

町
内
で
個
人
住
宅
に
家
庭
用
浄

化
槽
を
設
置
す
る
方

▼
補
助
金
額

・
５
人
槽

　

（
延
床
面
積
１
３
０
㎡
以
下
）

３
３
２
，０
０
０
円

・
７
人
槽

　

（
延
床
面
積
１
３
０
㎡
超
）

４
１
４
，０
０
０
円

・
10
人
槽

　

（
二
世
帯
住
宅
）

５
４
８
，０
０
０
円

※
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤

去
費
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
額

に
９
万
円
を
限
度
に
加
算
し
ま

す
。

※
補
助
金
額
は
、
国
の
基
準
単
価

の
見
直
し
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

　

５
月
１
日（
月
）

※
補
助
金
交
付
決
定
前
（
５
月
中

旬
決
定
予
定
）
の
事
業
着
手
又

は
既
に
設
置
済
み
の
場
合
は
、

補
助
金
交
付
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課☎

８
９
３-

１
１
６
１

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ　

生
ご
み
電
動
処
理
機
購
入
補

助
及
び
生
ご
み
処
理
容
器
無

償
貸
付
に
つ
い
て

▼
対
象
者

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
町
内
で
設
置
し
、
維
持
管
理
の

で
き
る
方

○
生
ご
み
電
動
処
理
機
又
は
生
ご

み
処
理
容
器
か
ら
排
出
さ
れ
る

堆
肥
化
物
を
処
理
で
き
る
方

※
過
去
に
支
給
を
受
け
て
い
る
方

は
、
お
お
む
ね
10
年
を
経
過
し
、

破
損
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
基
数

　

生
ご
み
電
動
処
理
機

　
　

１
世
帯
に
つ
き
１
基

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
２
種
類
）

　
　

１
世
帯
に
つ
き
２
基

　

・
好
気
性
生
ご
み
処
理
容
器

　
　
（
庭
や
畑
な
ど
の
屋
外
に
設
置
）

　

・
嫌
気
性
生
ご
み
処
理
容
器

　
　
（
密
閉
式
で
屋
内
設
置
可
能
）

▼
申
請
方
法

　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
環
境
課
又

は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
額
は
購
入
費
の
半
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

と
し
、
３
万
円
を
上
限
と
す
る
。

②
補
助
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

内
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
購
入
に
つ
い
て
の
注
意
点

・
生
ご
み
電
動
処
理
機
は
、
必
ず

購
入
前
に
町
指
定
販
売
店
の
見

積
書
を
添
付
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
決
定
後
30
日
以
内

に
、
町
指
定
販
売
店
で
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
６
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２
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お
知
ら
せ

い
の
町
福
祉
タ
ク
シ
ー・

ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
活
動
範
囲
を

広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

交
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
４

月
３
日（
月
）か
ら
交
付
し
ま
す
の

で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）、

対
象
に
な
る
方
は
申
請
手
続
き
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
で
生
活

を
す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、

①
視
覚
障
害
及
び
下
肢
障
害
も
し

く
は
体
幹
障
害
の
障
害
等
級
が

１
級
か
ら
３
級
の
方

②
上
肢
障
害
及
び
内
部
障
害
の
障

害
等
級
が
１
級
の
方

※
複
数
障
害
が
あ
る
場
合
は
個
別

の
等
級
で
見
ま
す
。

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
Ａ
１
、
Ａ

２
の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
の

程
度
が
１
級
の
方

▼
金
額
と
枚
数

　

年
間
１
５
，０
０
０
円

　

（
１
枚
５
０
０
円　

計
30
枚
）

※
ま
た
、
年
度
途
中
で
新
た
に
当

制
度
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
っ
た
月
に

応
じ
て
次
の
枚
数
を
交
付
し
ま

す
。

◇
４
～
６
月
／
30
枚

（
１
５
，０
０
０
円
）

◇
７
～
９
月
／
24
枚

（
１
２
，０
０
０
円
）

◇
10
～
12
月
／
18
枚

（
９
，０
０
０
円
）

◇
１
～
３
月
／
12
枚

（
６
，０
０
０
円
）

▼
交
付
場
所

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

町
民
課

　

各
出
張
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
注
意
事
項

・
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
か
ガ
ソ
リ
ン

チ
ケ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
で

す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の

自
家
用
自
動
車
な
ど
を
介
護
者

が
当
該
対
象
者
の
移
動
手
段
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
な

く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
在
宅
の
方
の
み
対
象
で
す
。

　

（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
病

院
に
入
院
し
て
い
る
な
ど
の
場

合
は
対
象
外
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
　
　
　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
４

お
知
ら
せ

高
齢
者
へ
の
生
活
状
況
確
認

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
独
居
高
齢
者
の
方
、
も
し
く

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
介

護
保
険
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
（
認
定
を
受
け
て
い
て
も

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
な
い
方
）

を
対
象
に
、
郵
便
事
業
㈱
四
国
支

社
に
委
託
し
て
、
日
々
の
健
康
状

態
や
生
活
状
況
を
訪
問
に
て
確
認

す
る
見
守
り
業
務
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

委
託
先
の
郵
便
事
業
㈱
四
国
支

社
の
外
務
員（
郵
便
配
達
員
な
ど
）

が
、
世
帯
当
た
り
月
１
回
上
記
の

対
象
者
の
方
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

生
活
状
況
を
聞
き
取
り
、
記
録
表

を
作
成
し
、
そ
の
結
果
を
ほ
け
ん

福
祉
課
に
報
告
し
ま
す
。
訪
問
時

に
応
答
が
無
く
新
聞
受
け
に
新
聞

が
た
ま
っ
て
い
た
り
、
聞
き
取
り

時
に
健
康
状
態
が
良
く
な
い
な
ど

の
異
変
に
外
務
員
が
気
付
い
た
と

き
は
、
そ
の
連
絡
を
受
け
た
ほ
け

ん
福
祉
課
が
訪
問
な
ど
に
よ
っ
て

状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
対

応
を
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
へ

　

第
三
者
行
為（
交
通
事
故
な
ど
）

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
方
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
状
態
が
悪
化
し
た

場
合
で
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
か
か
っ
た
費
用
は
加
害

者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
の

で
、
町
が
一
時
的
に
立
て
替
え
た

あ
と
で
加
害
者
へ
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

町
が
支
払
っ
た
介
護
給
付
が
第

三
者
行
為
に
よ
る
も
の
か
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
介
護
保

険
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
、

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
を

起
因
と
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
場
合
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
要
介
護

状
態
に
な
っ
た
場
合
や
、
状
態
が

悪
化
し
た
場
合
は
、
ほ
け
ん
福
祉

課
の
窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

お
知
ら
せ

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　

町
で
は
、
在
宅
（
住
民
票
及
び

居
住
が
町
内
で
あ
る
）
で
高
齢
者

な
ど
を
介
護
し
て
い
る
方
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

▼
紙
オ
ム
ツ
チ
ケ
ッ
ト
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
在
宅
生
活
を

３
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
お
り
、常
時

紙
オ
ム
ツ
を
必
要
と
し
て
い
る
方
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▼
家
族
介
護
支
援
金
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
、
在
宅
生
活
を

３
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
い
る
高
齢

者
な
ど
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

（
町
に
納
付
す
べ
き
債
務
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
）

　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

お
知
ら
せ

高
知
県
長
寿
手
帳
に
よ
る
利

用
料
等
減
免
施
設
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
方
に
、
健
康
と
長

寿
を
願
っ
て
高
知
県
長
寿
手
帳
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

  

長
寿
手
帳
を
提
示
す
る
と
、
県

立
施
設
な
ど
で
入
場
料
の
免
除
や

割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

　

町
で
は
「
い
の
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
自
分
で
気
象
情
報
、

防
災
情
報
、
不
審
者
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
と
い
っ
た
情
報
種
別
と
、

配
信
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
も
の

で
す
。

（
情
報
種
別
）

①
防
災
情
報

　

避
難
勧
告
、
火
災
予
防
運
動
、

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
な
ど

※
火
災
発
生
場
所
な
ど
、
火
事
に

関
す
る
情
報
は
配
信
し
ま
せ
ん
。

②
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
民
祭
、
氷
室
祭
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
中
止
に
関
す
る

情
報

③
行
政
情
報

　

交
通
安
全
運
動
、
大
規
模
な
断

水
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
全
般

的
情
報

④
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺

情
報
な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報

⑤
教
育
情
報　

　

町
内
公
立
保
幼
小
中
に
お
け
る

台
風
や
大
雨
、
流
行
性
疾
病
な

ど
に
よ
る
臨
時
休
園
・
休
校
・

休
会
情
報
な
ど

⑥
気
象
情
報

　

気
象
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
、

地
震
情
報
な
ど

▼
配
信
エ
リ
ア

　

情
報
種
別
に
よ
り
、
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
、
旧
三
町
村
や

小
学
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
登
録
方
法

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「ino@
entry.m

ail-dpt.jp

」
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード
（登録用）

　
　
　
　

↓

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
本
登
録
サ
イ
ト
）の
案
内
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

（
※
配
信
元
ア
ド
レ
ス
は
、

info@
tow

n.ino.kochi.jp 

で
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
な
ど
を
し
て

い
る
方
は
、
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。）

　
　
　
　
　

↓

　

本
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
配
信
情
報
、
配
信
エ
リ
ア
を

選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。

（
※
30
分
以
内
に
登
録
を
終
了
し

て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　

↓

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。
（
完
了
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

お
知
ら
せ

犬
、
猫
の
不
妊
又
は
去
勢
手

術
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

犬
、
猫
の
不
妊
又
は
去
勢
手
術

の
費
用
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。
補
助
を
希
望

す
る
方
は
、
手
術
実
施
前
に
申
請

し
、
平
成
30
年
３
月
20
日
ま
で
に

実
績
報
告
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

補
助
に
関
す
る
要
件
と
、
補
助

金
額
に
関
し
ま
し
て
は
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

※
手
術
後
に
申
請
を
さ
れ
て
も
補

助
金
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
は
必
ず
手
術
実
施
前
に
行

う
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
６
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２

種別 対　　象 その他の要件 補助金額

犬
○飼い主の方が町内に居住し、住民

基本台帳に登録されていること。
○犬の登録が済んでおり、平成２９年度の狂

犬病予防注射を接種していること。
○オスメス関わらず

一頭につき一律
5,000円を上限と
する。猫

○飼い主または飼い主のいない猫
を飼養管理されている方で、町内
に居住し、住民基本台帳に登録さ
れていること。

○一世帯につき２頭を限度とする。
○飼い主のいる猫については適正飼養と終

生飼養に同意すること。
　飼い主のいない猫については耳カットなど

の手術済みの明示となる措置を施すとと
もに、適正な飼養管理に努めること。
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せ

お
知
ら
せ　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

開
発
許
可
の
抜
本
的
な
規
制

緩
和
に
つ
い
て

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
市
町
長

が
設
定
し
た
特
定
の
エ
リ
ア
に
お

い
て
、
市
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
に
沿
っ
た
建
築
物
に
該
当
す
れ

ば
、
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
高
知
県
開
発
審
査
会
提
案

基
準
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
い
の
町
で
は
産
業

の
振
興
及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
特
定
の
エ
リ
ア
の
設

定
や
企
業
の
立
地
を
認
め
る
実
施

基
準
を
、
次
の
と
お
り
定
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

▼
特
定
の
エ
リ
ア

・
高
知
自
動
車
道
伊
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
概
ね
１
㎞
以
内

の
区
域

・
国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス

（
枝
川
、
是
友
、
天
神
、
鎌
田
）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
概
ね

１
㎞
以
内
の
区
域

▼
建
築
物
の
用
途

　

次
の
日
本
標
準
産
業
分
類
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
種
で
あ
る

こ
と
。

・
Ｅ
製
造
業

・
Ｈ
運
輸
業
（
郵
便
業
を
除
く
）

・
Ｉ
卸
売
業
（
小
売
業
を
除
く
）

▼
建
築
主
の
要
件

・
事
業
を
営
む
法
人
又
は
個
人

・
納
期
限
の
到
来
し
た
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
。

・
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と
。

▼
そ
の
他

・
敷
地
面
積
は
１
ha
以
内
で
、
周

辺
の
営
農
及
び
住
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も

の
。

※
事
前
相
談
や
書
類
の
作
成
・
提

出
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

土
木
課

☎
８
９
３-

１
１
１
６

お
知
ら
せ　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信

開
始
に
つ
い
て（
国
土
交
通
省
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
「
水
防
災

意
識
社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

も
と
、
流
域
住
民
の
主
体
的
な
避

難
を
促
進
す
る
た
め
、
５
月
１
日

か
ら
、
国
が
管
理
す
る
仁
淀
川
に

お
い
て
、
携
帯
電
話
事
業
者
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
、
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
）
が

提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活

用
し
た
洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型

配
信
を
開
始
し
ま
す
。

▼
対
象
河
川

　

仁
淀
川
水
系
仁
淀
川

▼
基
準
観
測
所

　

伊
野
水
位
観
測
所

　

（
い
の
町
渦
の
谷
）

▼
運
用
開
始
日

　

５
月
１
日
か
ら

▼
配
信
内
容

①
氾
濫
危
険
情
報
（
レ
ベ
ル
４
）

　

河
川
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
情

報②
氾
濫
発
生
情
報
（
レ
ベ
ル
５
）

【
越
水
・
溢
水
】

　

河
川
の
水
が
堤
防
を
越
え
て
流

れ
出
て
い
る
情
報

③
氾
濫
発
生
情
報
（
レ
ベ
ル
５
）

【
堤
防
の
決
壊
】

　

堤
防
が
壊
れ
河
川
の
水
が
大
量

に
溢
れ
出
し
て
い
る
情
報

▼
留
意
事
項 

・
携
帯
電
話
な
ど
の
基
地
局
の
関

係
に
よ
り
、
配
信
エ
リ
ア
近
郊

の
方
に
も
届
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

・
携
帯
電
話
の
電
源
が
入
っ
て
い

な
い
場
合
や
、
圏
外
、
電
波
状

況
の
悪
い
場
所
、
通
話
中
、
パ

ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合
は
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

・
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
河
川
氾
濫
発
生
に
つ
い
て
の

メ
ー
ル
配
信
は
、
河
川
管
理
者

が
氾
濫
を
把
握
し
た
後
の
配
信

と
な
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

③氾濫発生情報（レベル５） ②氾濫発生情報（レベル５） ①氾濫危険情報（レベル４）

（件名）河川氾濫発生
（本文）仁淀川の●●町●●地先
（●岸、●側）付近で堤防が壊れ、
河川の水が大量に溢れだしていま
す。
　防災無線、テレビなどで自治体
の情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとって
ください。
　本通知は、四国地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配信
しており、対象地域周辺において
も受信する場合があります。

（国土交通省）

（件名）河川氾濫発生
（本文）仁淀川の●●町●●地先
（●岸、●側）付近で河川の水が
堤防を越えて流れ出ています。
　防災無線、テレビなどで自治体
の情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとって
ください。
　本通知は、四国地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配信
しており、対象地域周辺において
も受信する場合があります。

（国土交通省）

（件名）河川氾濫のおそれ
（本文）仁淀川の伊野水位観測所
（吾川郡いの町）付近で水位が上
昇し、避難勧告などの目安となる
「氾濫危険水位（無堤部）」に到
達しました。堤防が壊れるなどに
より浸水のおそれがあります。
　防災無線、テレビなどで自治体
の情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとって
ください。
　本通知は、四国地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配信
しており、対象地域周辺において
も受信する場合があります。

（国土交通省）配　信　内　容　（例）
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森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

制
度
に
つ
い
て

▼
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
、
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課（
吾
北
総
合
支
所
内
）

　
　

☎
８
６
７-

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課

　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と

き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
養
成
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　

保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

　
（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

１
．
届
出
対
象
者

　

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、
立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
権
原
を
有
す
る
方
と
な
り
ま

す
。

①
自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に

よ
っ
て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森

林
所
有
者

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

買
い
受
け
人
の
連
名

２
．
届
出
期
間
な
ど

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
新
た
に
伐
採
後
の
造
林
が
終

わ
っ
た
日
、
あ
る
い
は
伐
採
が
終

わ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
森

林
の
状
況
報
告
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課（
吾
北
総
合
支
所
内
）

　
　

☎
８
６
７-

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課

　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を

う
け
ま
せ
ん
か

　

就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、
職

業
訓
練
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別
途
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
所
管
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

☎
８
３
３-

１
３
２
４

No コース名 実施機関名 定員 募集期間 説明会日程 選考日 選考結果発表 訓練期間

1 ＩＴビジネ
ス基礎科

㈱高知ソフ
トウェアセ
ンター

15人
3/31㈮～4/20㈭

随時 5/9
㈫

5/11
㈭

5/23㈫～
8/22㈫4/21㈮～4/27㈭ （追加募集）

2
アロマ・カ
ラーセラピ
スト科

アロマテラ
ピーサロン
ファルダ

15人 5/11㈭～5/31㈬
5/26㈮ 6/13

㈫
6/16

㈮
6/28㈬～

9/27㈬6/1㈭～6/7㈬ （追加募集）

3 介護職員実
務者研修科 ㈲青い鳥 20人

5/12㈮～6/1㈭ 5/11㈫ 5/18㈫
5/25㈫ 6/1㈫

6/14
㈬

6/19
㈪

6/29㈭～
12/28㈭6/2㈮～6/8㈭ （追加募集）
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平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
ご
案
内

　

４
名
以
上
の
団
体
で
加
入
が
で

き
ま
す
・
加
入
申
込
書
は
教
育
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
保
険

の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
期
間

　

４
月
１
日
～

　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

▼
加
入
で
き
る
団
体

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
団
体

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

　

公
共
財
団
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

高
知
県
支
部☎

８
２
０-

１
７
５
５

　

http://w
w

w
.sportsanzen.org

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

お
知
ら
せ

第
13
回　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

コ
ン
サ
ー
ト

　

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
い
の
「
ピ
ア

ノ　

フ
ォ
ル
テ
」
で
は
毎
月
1
回
、

講
師
の
池
田
智
子
氏
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
良
く
耳
に
す
る
ピ
ア

ノ
曲
を
中
心
に
演
奏
し
ま
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
に
お
集
ま
り
の
皆
さ

ん
で
「
み
ん
な
で
歌
お
う
コ
ー

ナ
ー
」
も
あ
り
、
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時

　

4
月
14
日（
金
）

　

12
時
～
12
時
30
分

▼
場
所　

伊
野
公
民
館

　

２
階 

大
集
会
室

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み

　

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
の
日
」
プ
ー
ル

無
料
開
放
に
つ
い
て　

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
日
頃

の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
に
感
謝
し
て
、

「
こ
ど
も
の
日
」
に
プ
ー
ル
を
無

料
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

５
月
５
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
18
時
30
分

　

（
最
終
入
場
時
間
17
時
45
分
）

▼
対
象
と
な
る
方

①
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

②
お
子
様
（
幼
児
及
び
小
学
３
年

生
以
下
）
に
付
き
添
い
の
保
護

者
（
１
名
に
限
る
）

▼
注
意
事
項

　

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
、
保

護
者
と
同
伴
で
な
け
れ
ば
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
護
者
１
名

に
対
し
て
２
名
（
小
学
３
年
生
以

下
）
ま
で
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

再
入
場
の
際
は
、
通
常
の
施
設

利
用
料
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

☎
８
５
２-

７
６
１
８

お
知
ら
せ

高
薮
二
区
集
会
所　
完
成

　

平
成
28
年
７
月
よ
り
新
築
工
事

を
実
施
し
て
い
た
高
薮
二
区
集
会

所
が
完
成
し
、
地
元
の
皆
様
の
主

催
で
２
月
19
日
に
落
成
式
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
薮
二
区
の
地
域
福
祉
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
、
ま
た
避
難

所
と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
新

た
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

工
事
期
間
中
に
は
、
高
薮
二
区

住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
施
工
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の

ご
努
力
、
ま
た
、
地
権
者
で
あ
り

ま
す
住
友
林
業
株
式
会
社
様
の
ご

協
力
で
、
完
成
で
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
集
会
所
は
、
大
規
模

地
震
に
備
え
る
た
め
耐
震
性
を
確

保
し
、
時
代
に
対
応
し
た
高
齢
者

に
優
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
照
明

は
高
寿
命
省
電
力
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
、

温
か
み
の
あ
る
木
造
平
屋
建
て
の

集
会
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
高
薮
二
区
住
民
の

方
々
の
交
流
、
地
域
福
祉
の
向
上
、

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

講
座
・
教
室

「
い
や
っ
し
～
土
佐
」教
室
の

ご
案
内

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
健
康

に
関
す
る
様
々
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
に
、
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
「
い
や
っ
し

～
土
佐
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方
。

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
「
い
や
っ
し
～
土
佐
」
の
受

付
に
受
講
料
金
と
一
緒
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
開
催
不
可
の
取
り
扱
い

　

受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合
は

本
教
室
を
開
催
し
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。

美
ュ
ー
テ
ィBody W

ave

▼
開
催
期
間

　

毎
週
火
曜
日　

　

18
時
～
19
時

▼
定
員　

10
名

▼
開
催
期
間

　

毎
週
土
曜
日　

　

11
時
15
分
～
12
時

▼
定
員　

25
名

ズ
ン
バ
教
室

▼
開
催
期
間

　

毎
週
土
曜
日　

　

10
時
～
11
時

▼
定
員　

15
名

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
開
催
期
間

　

毎
週
水
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

50
名
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

お
　
　
礼

募
　
　
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス

▼
開
催
期
間

　

毎
週
木
曜
日　

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

35
名

大
人
の
水
泳
教
室

▼
開
催
期
間

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

30
名

健
康
か
ん
た
ん
体
操

▼
開
催
期
間

　

毎
週
土
曜
日

　

16
時
～
17
時

▼
定
員　

15
名

　

各
教
室
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
１
回
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

☎
８
５
２-

７
６
１
８

募
集ピア

ノ
サ
ー
ク
ル
い
の

レ
ッ
ス
ン
の
ご
案
内

　

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
い
の
「
ピ
ア

ノ 

フ
ォ
ル
テ
」
で
は
月
２
回
の

レ
ッ
ス
ン
と
年
２
回
の
発
表
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　

第
２
・
第
４
金
曜
日

　

10
時
～
12
時

▼
場
所

　

伊
野
公
民
館　

２
階
大
集
会
室

▼
内
容

　

個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
個

人
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

▼
講
師　

池
田　

智
子

▼
受
講
料	

月
額　

４
，０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

レ
ッ
ス
ン
の
日
に
直
接
、
伊
野

公
民
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募
集

「
い
の
町
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
」を
募
集
し
ま
す
。

　

町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産

業
な
ど
の
地
域
資
源
を
い
か
し
、

独
創
的
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
町
内
の
団
体
に
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体　
　
　

　

町
民
又
は
町
内
に
居
住
す
る
者

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体

■
補
助
対
象
事
業

　

団
体
が
自
主
的
に
行
い
、
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
次
に
掲
げ
る

事
業

⑴
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業

⑵
伝
統
・
文
化
継
承
の
た
め
の
事

業

⑶
地
場
産
業
育
成
の
た
め
の
事
業

⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
の

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
づ
く
り
に
関
し

町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
事

業
※
国
、
県
の
補
助
対
象
事
業
、
施

設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
及

び
視
察
・
大
会
な
ど
へ
の
参
加

を
主
た
る
目
的
と
し
た
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
経
費

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

※
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
金
及
び
飲
食
に
係
る
経

費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
承
認
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
事
業
承
認
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ

た
申
請
事
業
の
内
容
を
選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
承
認
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

■
申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ

団
体
な
ど
の
申
請

　
　
　

↓

総
務
課
受
付

　
　
　

↓

選
考
委
員
会

　
　
　

↓

承
認
事
業
の
決
定

　
　
　

↓

申
請
団
体
代
表
者
へ
の
通
知

■
募
集
期
間

　

４
月
３
日（
金
）～

　
　

４
月
21
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

募
集

『
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の
』

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
入
居
資
格

　

現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
虚
弱
な
高
齢
者
で
、

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

4
月
３
日（
月
）～

　
　

４
月
14
日（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

 　

 （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

▼
部
屋
の
概
要

　

募
集
戸
数　

１
人
室
２
戸

　
　
　
　
　
　

２
人
室
1
戸

　

場　

所

　
　

い
の
町
６
０
３
２
番
地
3

　

間
取
り　

１
人
室　

１
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　

２
人
室　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
使
用
料

　

入
居
者
の
収
入
に
よ
り
、

　

4
，０
０
０
円
～

　
　
　
　

２
４
，０
０
０
円

▼
入
居
の
時
期

　

５
月
中
旬

▼
そ
の
他

　

入
居
が
決
定
し
た
際
に
は
、
収

入
申
告
及
び
県
内
に
居
住
す
る
連

帯
保
証
人
2
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
礼社会

福
祉
基
金
に
ご
寄
付
頂

き
ま
し
た

　

日
本
製
紙
パ
ピ
リ
ア
株
式
会
社

高
知
工
場　

様

　

清
流
倶
楽
部　

様　

（
順
不
同
）

　

以
上
の
２
団
体
様
よ
り
社
会
福

祉
基
金
へ
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
け
ん
福
祉
課
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「
当
季
雑
詠
」

	

刈
谷　

志
津 

選

特
選

右
左
豆
撒
く
園
児
の
声
走
る

	

大
川　

節
弥

（
評
）
豆
撒
「
節
分
」
と
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
る
時
。
立
春
の
前
日
、
そ
の
年

越
の
夜
を
指
す
。
主
と
し
て
邪
道
災
厄
を
防
ぐ
た
め
豆
撒
き
や
門
に
柊
を
挿
す

行
事
。
翌
日
は
立
春
で
春
が
来
る
。
揚
句
は
保
育
園
で
の
豆
撒
き
を
作
句
。
園

児
た
ち
は
園
庭
に
出
て
「
鬼
は
外
福
は
内
」
と
大
声
を
あ
げ
て
豆
を
撒
く
。
そ

こ
に
赤
鬼
青
鬼
が
現
れ
る
と
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
打
つ
「
声
走
る
」。
大
き
く
て

力
強
く
可
愛
ら
し
い
声
を
園
内
外
に
響
か
せ
な
が
ら
走
る
。
こ
の
園
児
た
ち
も

や
が
て
成
長
し
、
社
会
の
鬼
と
出
会
う
日
も
あ
る
や
も
。
し
か
し
豆
撒
き
の
日

を
思
い
出
し
、
皆
で
協
力
し
て
鬼
を
払
い
立
派
な
社
会
人
と
な
り
、
こ
の
町
と

こ
の
国
の
未
来
を
背
負
っ
て
行
く
事
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

誰
彼
を
偲
ぶ
蒲
団
に
足
を
伸
べ

	

片
岡　

包
女

（
評
）
揚
句
の
「
蒲
団
」
は
、
お
そ
ら
く
電
気
炬
燵
蒲
団
で
は
な
い
か
と
思
う
。

冬
の
暖
房
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
寛く

つ
ろ

ぎ
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
、
ま
た
読
み
書
き
、

テ
レ
ビ
観
賞
、
食
卓
代
わ
り
と
し
て
重
宝
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
誰
彼
を
偲
ぶ
」

こ
の
炬
燵
で
出
会
っ
た
人
達
。
今
は
遠
く
離
れ
て
い
る
人
、
過
ぎ
去
っ
た
人
の

こ
と
等
を
温
か
く
包
ん
だ
「
蒲
団
」
に
足
を
入
れ
、
伸
ば
し
な
が
ら
懐
か
し
い

思
い
出
に
浸
る
。
こ
う
し
た
時
間
も
幸
せ
な
余
世
の
一
つ
。
作
者
の
長
く
て
立

派
な
俳
歴
を
物
語
る
よ
う
な
平
明
で
余
韻
の
残
る
句
。

数
人
の
ま
だ
残
り
お
り
野
火
の
跡

	

竹
﨑
た
か
ひ
ろ

（
評
）
新
芽
の
発
育
と
成
長
を
助
け
る
た
め
、
春
先
の
風
の
な
い
晴
天
の
日
を
選

ん
で
枯
草
を
焼
き
払
い
、
害
虫
を
駆
除
す
る
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
言
い
、
そ

の
火
を
「
野
火
」
と
言
う
。
一
目
散
に
走
る
野
火
、
人
々
は
遠
巻
き
に
し
て
火

の
行
方
を
見
守
る
。
強
風
に
備
え
て
消
防
車
も
待
機
。
春
へ
の
季
節
を
感
じ
る

風
物
詩
の
一
つ
で
、
鎮
火
し
て
も
「
残
り
火
」
の
万
一
に
備
え
て
数
人
が
警
戒

に
あ
た
る
。
火
災
に
対
す
る
慎
重
さ
が
伝
わ
り
見
え
る
一
句
。

入
選

一
画
の
田
の
黑
々
と
農
始
め

	

川
村　

博
子

（
評
）「
一
画
」一
区
切
り
の
田
ん
ぼ
が
鋤
き
起
こ
さ
れ
、土
が
つ
や
つ
や
と
黒
く
光
っ
て

見
え
る
。昔
は
鍬
始
め
、農
始
め
と
し
て
行
事
が
あ
っ
た
。今
は
な
く
な
り
、早
々
と

鋤
か
れ
た
一
つ
の
田
の
新
し
い
土
に
春
の
息
吹
を
感
じ
農
始
め
と
詠
ん
だ
。春
は
す

ぐ
そ
こ
、忙
し
い
農
作
業
の
始
ま
り
で
あ
る
。

珈コ
ー
ヒ
ー琲
の
香
に
目
覚
め
る
や
春
来
た
る

	

國
田　

貞
子

（
評
）コ
ー
ヒ
ー
は
老
い
も
若
き
も
日
常
欠
か
せ
な
い
愛
用
の
飲
み
物
と
な
り
、そ
の

芳ほ
う
じ
ゅ
ん
潤
な
香
り
、特
に
空
気
の
澄
ん
だ
朝
の
香
り
は
格
別
で
あ
る
。寝
室
ま
で
届
い
た
香

り
に
目
覚
め
、春
の
訪
れ
を
感
じ
、う
き
う
き
と
し
た
朝
の
目
覚
め
で
あ
る
。

ば
ら
ば
ら
と
田
舎
の
畑
に
降
る
霰

	

石
原　
　

靜

（
評
）畑
に
降
る
霰
あ
ら
れ
を
昔
は
雹
ひ
ょ
う
も
含
め
て「
雪
あ
ら
れ
」と
呼
ん
だ
。丹
精
こ
め
て
作
っ

た
野
菜
畑
に
、特
に
煙
草
の
葉
に
穴
を
あ
け
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。せ
め
て
畑
に
は
降

ら
な
い
で
と
願
う
。（
田
舎
の
畑
）の
表
現
で
新
鮮
な
一
句
に
仕
上
が
っ
た
。

一
句
抄

大
寒
や
磁
力
の
失う

せ
し
縄
の
れ
ん	

岡
村　

嘉
夫

枯
葉
に
は
枯
葉
の
ぬ
く
み
礼
所
寺	

東
谷　

晴
男

臘
梅
を
た
ん
と
母
の
忌
修
し
け
り	

植
田　

紀
子

春
愁
や
耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
多
し	

小
野
川
町
子

神
殿
の
榊
さ
か
き

新
た
に
春
の
宮	

森
岡　

照
月

牡か

蠣き

飯
屋
路
地
裏
に
見
る
四
十
年	

渡
辺
ゆ
か
り

雪
虫
を
見
る
事
も
な
く
八
十
二	

田
蔦
て
い
子

北
風
に
躍お
ど

り
て
ズ
ボ
ン
乾
き
ゆ
く	

平
野　

洋
子

馥ふ
く
い
く郁
と
亡と

友も

の
面
影
水
仙
花	

刈
谷　

志
津

い
の
流
水
俳
壇

次
題
「
当
季
雑
詠
」 　
　

締
切
／
毎
月
1
日

投
句
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

い
の
町
１
７
０
０-

１　

  
☎
８
９
３-

１
９
２
２

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで
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伊
野
南
小
学
校 

◆ 
「
落
語
」体
験
は
質
の
高
い
笑
い

　

今
年
度
、「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
ど
も
の

育
成
事
業
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
地

域
や
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
全
校
児
童
で
、

生
の
「
落
語
」
を
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

６
年
生
、
６
名
は
実
際
に
プ
ロ
の
噺
家

さ
ん
の
前
座
と
し
て
、
落
語
や
お
囃
子
を

体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
本
公
演

１
カ
月
前
に
は
全
校
児
童
と
一
緒
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
、
落
語
の
話
の
内
容

や
お
囃
子
に
つ
い
て
実
際
に
見
た
り
聞
い

た
り
し
ま
し
た
。
低
学
年
も
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
説
明
に
、
時
間
の
経
つ
の
も

忘
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
公
演
に
出
演
す

る
児
童
は
、
毎
日
練
習
を
重
ね
、
本
公
演

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
本
公
演
当
日
。
児
童
は

「
九
官
鳥
」、「
サ
ル
」
な
ど
を
好
演
し
ま

し
た
。
練
習
の
成
果
も
出
て
い
て
、
自
信

に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
笑
福
亭

羽
光
さ
ん
や
瀧
川
鯉
朝
さ
ん
の
表
現
豊
か

な
話
し
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
は
落
語
の
世

界
に
引
き

込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
で

質
の
高
い

笑
い
を
大

い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

◆ 

全
校
縄
跳
び
集
会

　

１
月
に
入
り
、

朝
の
集
会
で
体

育
委
員
会
の
主

催
の
縄
跳
び
集

会
が
あ
り
ま
し

た
。
１
年
生
か

ら
６
年
生
で
構

成
す
る
縦
割
り

の
そ
う
じ
班
で

行
い
ま
す
。
上
級
生
が
短
縄
で
の
跳
び
方

の
複
雑
な
技
を
下
級
生
に
見
せ
た
り
、
長

縄
で
跳
ん
だ
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
週
間
ほ
ど
縄
跳
び
チ
ャ
レ
ン

ジ
週
間
が
あ
り
、
長
い
休
み
時
間
に
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
縦
割
り
班
で
長
縄
跳

び
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
、
上
級
生
は
、

下
級
生
の
お
手
本
に
な
り
励
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
下
級
生
も
、
上
級
生
か
ら
優
し

い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に

跳
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
そ
う
で
す
。

楽
し
く
異
学
年
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

神
谷
小
中
学
校 

◆ 

伝
統
文
化
発
表
会

　

本
校
小
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
開
設
ク
ラ
ブ
は
和
太

鼓
・
華
道
・
落
語
・
剣
道
の
４
つ
で
、
小

学
生
全
員
が
い
ず
れ
か
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
地
域

の
方
を
各
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
お
招

き
し
、
約
１
時
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
華
道
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
で

生
け
た
花
は
校
内
美
化
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

２
月
４
日（
土
）に
は
、
１
年
間
の
活
動

成
果
を
披
露
す
る
「
伝
統
文
化
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
保
護
者
・
地
域
の
方

を
お
招
き
し
、
中
学
生
も
参
加
し
て
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
ク
ラ
ブ
も
、
１
年
間
の
活
動
成
果
を
立

派
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
、
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
心
情
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
人
と
し
て
の
成
長

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
小
さ
い
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
」
と
し
て
、
伝
統
文
化
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学校通信
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南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 69

　新年度が始まりました。４月７日には入学式があり、新入生を迎えます。本年度もボランティア活
動、放課後体験教室を行いますので、ご協力よろしくお願いします。

◎本年度も学校運営協議会を開催します！
　伊野南小・中学校合同の学校運営協議会が設置されて、２年が経ちました。小・中学校、保育園そ
れぞれが抱える課題の共有や互いに協力し合えることをみつけて取組んでいきたいと思います。昨年
度も、教室のエアコンの設置、休耕田の開墾などを町に要望したところです。これからも、より良い
学校・地域づくりを目指します。

平成28年度学校運営協議会の主な議題
第１回 学校経営方針・教育課程の承認、保小中の連携、学校評価、ボランティア活動
第２回 児童・生徒との協議方法、三部会について
第３回 小中学生との懇談
第４回 全国学力学習状況調査結果、学校評価
第５回 学校経営報告、三部会報告
第６回 学校評価、学校関係者評価、来年度の学校目標について

◎放課後体験教室で三味線教室を新しく開催します！
　４月より新しく南っ子ミュニティで「三味線教室」を開催します。
以前にも開かれていた教室ですが、先生がアメリカから帰って来られ
ましたので、開催が可能となりました。日本の古来の楽器に触れる
チャンスです。興味のある方は、是非この機会に子どもたちと楽しん
でみませんか？
　参加希望の方は、伊野南小学校までお問い合わせください。

●４月の体験教室（予定）　　　参加料　無料
開催日 時　間 教　室 講　師 場　所

4月12日（水） 15：00～16：30 折 り 紙 吉良　　文 北舎・図工室
4月19日（水） 15：00～16：30 マ ン ガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティR
4月20日（木） 15：15～16：00 将　　棋 森本　健二 中舎・図書室
4月26日（水） 15：00～16：00 三 味 線 田村　花枝 中舎・和室
4月30日（日） 9：30～11：30 護 身 術 山田　卓彦 体育館

※日程については変更などがある場合もありますので、最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.
ed.jp/inominami-e/）をご覧いただくか、伊野南小学校 ☎ ８９２-１１２１ までお問い合わせください。

人権擁護委員無料相談のご案内
地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 4月19日㈬ 13：30～16：30 すこやかセンター伊野
１階　小会議室

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課 ☎ 822－3503

人権擁護委員の連絡先
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5 ☎ 892－2513
井上　　晃  　〃　加田599 ☎ 892－1154
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2 ☎ 891－6684
金子　　覺  　〃　枝川826－1 ☎ 893－2135
坂本　美加  　〃　波川2128－3 ☎ 892－4899
髙橋美智子  　〃　上八川甲1920 ☎ 867－2426
山本　周児  　〃　戸中81－5 ☎ 873－5422
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警察署からのお知らせ  土佐警察署　　  852ー0110
 いの警察庁舎　  893ー1234

新入学（園）児の交通事故を防ごう

自転車・オートバイの盗難を防ごう

平成29年度　警察官A採用試験！

　新入学・新入園の季節ですが、保護者の目から離れ、
一人で行動する機会が増える新入学（園）児は、道路を
安全に通行するための知識が、まだまだ十分ではあり
ません。
　平成28年中、県内において小学校3年生以下の子ど
もが当事者となる交通事故が42件発生しており、44
人が負傷しています。
　交通事故から子どもの命を守るためには、保護者か
らの指導はもちろん、周囲の大人がしっかり見守るこ
とが大切になります。

〈保護者の皆さんへ〉
○子どもと一緒に道路に潜む危険を点検しましょう。
○歩く時の約束を繰り返し指導しましょう。
　・道路を横断するときは、横断歩道を渡る
　・横断する前には、左右の安全確認をしてから横断

する
　・車が見えたら通り過ぎるまで待つ

　・横断中も、周りの車の動きをよく見る
　・道路や車のそばでは、絶対に遊ばない
　・道路には飛び出さない
○子どもが自転車に乗る際は
　ヘルメットを被らせましょう。

〈ドライバーの皆さんへ〉
○子どもの特性を知りましょう。
　・車などの物陰に全身が隠れやすいので、駐車車両

や渋滞車両の陰に子どもがいないか注意しましょ
う。

　・道路でふざけあっている子どもを見たら、車が見
えていないと考えて、減速や一時停止を心がけま
しょう。

○子どもの「飛び出し」を
　予測しましょう。

　本県の平成28年中における刑法犯の認知件数4,792
件のうち、自転車盗は1,215件、オートバイ盗は58件で、
自転車盗とオートバイ盗をあわせると刑法犯全体の約
26.5％を占めています。
　自転車盗の被害総数のうち、施錠をしていなかった
ものは849件で、全体の約70％を占めています。
　また、オートバイ盗については、エンジンキーを付け
たままで被害に遭ったものは18件で、全体の約31％を

占めています。
　被害を防ぐためには必ず施錠をすることと、エンジ
ンキーを抜き取ることが極めて大切です。
　特にいの町内では、JRの駅
駐輪場での被害が最も多く
なっていますので、急いでいて
も必ず施錠をするように心が
けましょう。

　高知県警察では、次のとおり警察官の採用募集を行います。
　高知の未来のために、あなたの情熱・勇気・やさしさを生かしてみませんか。

試 験 案 内
申込書配布開始

4月中旬
配布場所：警察本部、県内各警察署、警察庁舎、高知県人事委員会事務局、県庁1階

申込み受付期間 4月中旬〜5月下旬

受 験 年 齢 等 昭和58年4月2日から平成12年４月1日までに生まれた方で、学校教育法による4年制
大学等を卒業した方又は平成30年3月までに卒業見込みの方

第 一 次 試 験 日 7月上旬
第一次試験会場 高知会場、東京会場、大阪会場

第一次試験内容
・教養試験：五肢択一式
・体力試験：反復横跳び、腕立て伏せ、上体起こし、20ｍシャトルラン
・身体検査

第 二 次 試 験 日 7月下旬〜8月中旬
最終合格発表日 8月下旬

採用に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。
　高知県警察本部　警務課人事係　　フリーダイヤル ０１２０−０３２−３７６
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無事故・無違反達成おめでとうございます

 少年サポートセンター

　運転者5人で1チームをつくり、チーム全員が103日間（平成28年9月20日〜12月31日）の無事故・無違反を目指す
『セーフティロード103（土佐）』が県内で行われ、いの警察庁舎受付分では、参加73チーム中69チーム（94.5％）が
見事達成されました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。
№ チーム名（事業所名） № チーム名（事業所名）
1 国友バリバリチーム（国友商事㈱） 36 ザZMT〜絶対無違反達成〜（いの町役場）
2 エダガワベース（高知ニュードライバー学院） 37 ドリーム☆ファイブ（いの町役場）
3 本家SDチーム（自動車安全運転センター） 38 ソウムカGO〜目指せ無事故無違反マスター〜（いの町役場）
4 SDワンダくんチーム（自動車安全運転センター） 39 元気で笑顔の乙女姉やん（いの町役場）
5 兎と亀（高知県交通安全協会） 40 行くぞ！ほ福前進（いの町役場）
6 ROAD194（土佐警察署） 41 ワンタンメン!!（いの町役場）
7 白ひげ海賊団 42 Team No Accitent（いの町社会福祉協議会）
8 あまおう（伊野税務署） 43 チームファイブ（いの町社会福祉協議会）
9 チームなかじま（伊野税務署） 44 むささびっ娘（いの町社会福祉協議会吾北支所）
10 チーム産業環境課（日高村役場） 45 日高村役場健康福祉課（日高村役場）
11 おーくん（日高村役場） 46 チームTAKAKO（日高村役場）
12 日高村住民課（日高村役場） 47 ちはる（運転免許センター）
13 日高村役場総務課（日高村役場） 48 チームCLASS（運転免許センター）
14 長沢長寿クラブ 49 チーム6456（運転免許センター）
15 ちょリス2016（コスモス農協日高支所） 50 Team Gyosei（運転免許センター）
16 チームい〜の（土佐警察署） 51 小津っこ
17 大洋建設（大洋建設㈱） 52 カブレンジャー（日本郵便㈱伊野郵便局）
18 アンプルＡ（アンプル） 53 ブラックパンサー（日本郵便㈱伊野郵便局）
19 アンプルＢ（アンプル） 54 氷室の里チーム（長沢郵便局）
20 アンプルＣ（アンプル） 55 手箱建設２（㈲手箱建設）
21 アンプルＤ（アンプル） 56 手箱建設１（㈲手箱建設）
22 藤原とうふ店（社会福祉法人 土佐平成福祉会） 57 まいなばちゃん♪（いの町役場）
23 チーム仁淀ブルー（仁淀ブルー観光協議会・いの町観光協会） 58 HONGAWA GO（いの町役場）
24 安全運転でＧＯ！（土佐警察署） 59 自信が無いチーム（いの町役場）
25 伊東組ＮＯ1（㈲伊東組） 60 法定速度守り隊（いの町役場）
26 仁淀消防組合（仁淀消防組合） 61 国道194号疾走会（いの町役場）
27 西土木親和会Ａ（高知県中央西土木事務所） 62 夢みぃ〜家（宇治工業㈲）
28 西土木親和会Ｃ（高知県中央西土木事務所） 63 かんぽの宿チーム（かんぽの宿伊野）
29 西土木親和会Ｂ（高知県中央西土木事務所） 64 いのあんきょう（高知県交通安全協会いの支部）
30 吾北住民福祉課part1（いの町役場） 65 日高村安全運転の会
31 吾北住民福祉課part2（いの町役場） 66 違反キップは無縁です隊（高知県農業共済組合中央支所）
32 産業課（いの町役場） 67 交通安全すみれの会
33 吾北建設課（いの町役場） 68 チームやまとなでしこ（枝川小学校）
34 吾北・本川EO（いの町役場） 69 土佐和紙工芸村くらうど（QRAUD）
35 TeamまこPON!!（いの町役場） （受付順）

〜 子どもに関する問題でお悩みの方はぜひご相談ください 〜
　少年サポートセンターは、警察職員、高知県教育委員会から派遣された教員、知事部局から派遣された福祉専門職
員が一体となり、警察、教育、福祉のそれぞれの持ち味を活かした活動をしています。

■ 少年サポートセンターの主な業務
◆ 少年相談活動
　少年に関する悩みごと、犯罪被害など
様々な相談に対応しています。
◆ 街頭補導活動
　少年の非行防止、不良行為少年の早期発見、被害少
年の保護のため巡回活動を行い、街頭で少年に声かけ
をしています。
◆ 広報啓発活動
　児童生徒を対象とした「非行防止教室」「いじめ防

止教室」「ネットトラブル防止教室」のほか、保護者の
ための出前講座を実施しています。
◆ 立ち直り支援・居場所づくり活動
　学習や体験活動を取り入れた立ち直り支援や、保護
者や少年がリフレッシュできる居場所として利用できる
「トークルーム」を開設しています。
◆ 被害少年支援活動
　犯罪やいじめなどの被害を受けた少年及び保護者
のために、被害少年カウンセリングアドバイザーや少
年補導職員などによる面接などを行っています。

☎ 825-0110
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元気でいきいき
暮らしたい～の
ほけん福祉課 ☎893－3811

No.36

からだの中は、外から見えない
　からだの状態は年々変化しており、気づかないうちに不調が起きていることもあります。
　特に、生活習慣病は自覚症状がほとんどなく、知らないうちに悪化します。
　自分のからだのために、健康診断で健康度をチェックしてみませんか？

集団健診は、がん検診もセットで受診できてお得！

　各地区で集団健診を行います。４月広報折り込みの「健康ガイド」に集団健診の日程や内容・各健診の対象
者など詳しく掲載しています。ぜひ集団健診をあなたの健康づくりにご活用ください。

毎年受けてね。健康診断

　NPO法人いのスポーツクラブは、２月１５日から高知家健康パスポート参加施設となりました。
　高知家健康パスポートは、県内のスポーツ施設や飲食店などで提示するだけで特典が受けられる「おトク」
なパスポートです。
　高知家健康パスポートは、クラブ会員（各種サークル会員）やスポーツクラブが主催するイベント、大会などに
参加された方へ高知家健康パスポートのヘルシーポイントを配布します。
　いのスポーツクラブに入会して、楽しみながらヘルシーポイントを貯めて、日々の健康づくりに取り組んでみま
せんか？
　また、スポーツに関することで相談などございましたら、お気軽にお問い合わせください
※いのスポーツクラブに入会するには、クラブ会費とスポーツ安全保険料、サークル費の納入が必要です。

☆クラブ会費・スポーツ安全保険料
年齢区分 クラブ会費 スポーツ安全保険料（１年間掛け捨て）

子ども 3,600円／年   800円／年

一般 6,000円／年 1,850円／年（高校生以上64歳以下）

シニア（60歳以上） 4,800円／年 1,200円／年（65歳以上）

☆サークル紹介
サークル名 曜　　日 時　　間 場　　所 サークル費

ヨガ 火・月３回 19時～20時30分
枝川コミュニティー
センター

1,500円／月

フラダンス 水・月３回 13時30分～
枝川コミュニティー
センター

1,500円～ ／月

骨盤ゆるゆる体操 木・月３回 13時30分～ 伊野公民館 2,000円～ ／月

貯筋体操 毎週金曜日 10時30分～11時30分 伊野公民館
3,000円／月（会員）
1,500円／回（非会員）

卓球 毎週水曜日 19時30分～21時 伊野商業体育館 1,500円／年間

パドルテニス 毎週 水・金 19時30分～21時30分 伊野商業体育館   500円／月

山登り １回/月 未　定 四国内各山   500円／月

☆問合せ先： NPO法人いのスポーツクラブ　TEL/FAX：088-892-2315（運営時間　平日9:00～15:00）

ＮＰＯ法人いのスポーツクラブ平成２９年度 会員募集！
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仁淀病院から
のお知らせ 快適な睡眠のために

健診部　小原　秀一

　睡眠は、生物が生きる上で重要なものです。睡眠の役割には脳の休息、疲労感の軽減、
情緒の安定などがあります。睡眠に問題があると高血圧、心臓病、脳卒中などの生活習慣
病のリスクが上昇してしまいます。

◆ 快適な睡眠のために必要な６つの事項
１）時間：活動を始めた体は14～16時間後に眠りの準備を始めます。８時間睡眠にこだわる必要はありません。

充実した状態で生活を送れる時間が理想的な睡眠時間です。
２）快眠は朝が重要：寝床で長く時間を過ごすと熟睡感が減少してしまいます。毎朝決まった時間に目覚め、

日光を浴びましょう。朝食をとる習慣は、起床前から消化器の働きを活発にし、朝の目覚めを助けます。
３）昼寝：20分程度の昼寝は、午後の眠りを減らし仕事の効率を上げます。休日の昼寝は午後３時まで。それ

以降は夜の睡眠の妨げになります。長い昼寝は逆効果です。
４）寝る前に：夕食後のカフェイン摂取、就寝１時間前からの喫煙は眠りの質を低下させます。睡眠薬代わり

の寝酒は厳禁です。眠りの質を低下させるだけでなく、飲酒量増加にもつながります。定期的な運動習慣
は熟睡感をもたらします。ぬるめの入浴、ストレッチなどでリラックスしましょう。

５）環境作り：自分に合った布団や枕を用意しましょう。照明器具やカーテンで静かさと暗さ。リラックスで
きる空間作り（部屋の整理整頓）。音楽や香りでリラックスするのもよいでしょう。

６）眠れないときの対応：寝付けないときはいったん床を離れましょう。眠ろうと意気込むのは逆効果です。
自然に眠たくなったら寝床に就く。床にいる時間を短くすることで熟睡感が増すこともあります。

　それでも眠れないときは・・・睡眠障害は心と体の病気のサインであることも。
　寝付けない、熟睡感がない、眠っても日中の眠気が強いときは、まず医師に相談を。
　睡眠薬を内服する場合は、医師の指導の下が望ましいです。

◆ まとめ
　・快適な睡眠をとるために、日頃の生活を見つめなおして改善しましょう。
　・リラックスできる方法を見つけましょう。
　・すぐに寝酒や睡眠薬に頼るのは止めましょう。
　・睡眠薬が必要な時は病院を受診しましょう。　
　　（産業医科大学　産業医実務研修センターより）

訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症などで自分の歯みがきが不十分な方のた

めに、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担

金のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科
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4 月 ・ 5 月 の 催 し 物

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■販売コーナーは入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場で

きるお得な年間観覧券（1,500円）
販売中！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◆桂月会春の石展
　4月2日（日）まで
　桂月会の展示会です。四万十川石、

仁淀川石、室戸鉄丸石などを展示
販売します。

◆緑の宝石会　石斛・風蘭・山野
草・小品盆栽・土佐の水石展

　4月7日（金）～4月9日（日）
　緑の宝石会の展示会です。山野草

約20鉢、石斛約50鉢、風蘭約20
鉢、小品盆栽約2席、土佐の水石
約15席を展示販売します。

◆第35回春の山野草展
　4月14日（金）～4月16日（日）
　いの町山野草保存会による展示

会です。春の山野草・蘭科植物・
シダ・柄物など約300鉢を展示販
売します。

◆第９回カンアオイと山野草展
　4月19日（水）～4月27日（木）
　カンアオイ保存会の展示会です。

カンアオイ、シダ、山野草、蘭科植
物など、約150点を展示販売します。

◆第84回日本版画協会巡回展
　4月23日（日）～5月14日（日）
　第84回日本版画協会展展示作品

の中から、日本版画協会会員選抜
作品80～90点及び受賞作品約6点
を展示します。

◆第27回いの町和紙ちぎり絵サー
クル展

　4月29日（土）～5月7日（日）
　多くの方に、ちぎり絵の楽しさや

和紙のすばらしさを知っていただ
こうと、ちぎり絵作品約37点を展
示します。土佐和紙独特の繊維の
長さや、重ね合わせることで生ま
れる色のニュアンスを巧みに生か
す高度な技術には目を見張るもの
があります。土佐和紙の魅力と作
家の個性が織りなす「ちぎり絵」
の世界をお楽しみください。

◆第30回初夏の山野草展
　5月19日（金）～5月21日（日）
　いの町山野草保存会の展示会で

す。山野草・蘭科植物・シダ・葉芸
品など約300点を展示販売します。

◆第11回山アジサイと山野草展
　5月25日（木）～6月4日（日）
　山アジサイ保存会の展示会です。

山アジサイ・野生蘭・山野草・シダ
など約250点を展示販売します。

品作 募 集
≪第32回紙とあそぼう作品展≫
紙を材料に制作した作品を大募集！
搬入期間：6月23日（金）～6月30日（金）
　　　　  9：00～16：00
搬入場所：紙の博物館　3階
　小学生以下の部（園児～小学生）、

中学生以上の部（高校生～大学

生）があり、個人・団体を問わずご
応募いただけます。全応募作品を
紙の博物館に展示します。たくさ
んのご応募をお待ちしています。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

◇絵画と手作り作品の２人展
　４月１日（土）～４月３日（月）
　いの町の福冨さんと川添さんの展

示会です。油彩、水彩、パステル
で描いた絵画約25点の展示、古布
等を使って手作りした日傘、袋物、
クッションなどの小物類、木目込
み人形など合わせて約70点を展
示販売します。

◇出合い・視感・変遷
　４月５日（水）～４月９日（日）
　いの町のカメラマン　中内勝由さ

んの写真展です。20年以上にわた
り県内外で撮りためた写真、約70
点を展示します。

◇まったりと生活骨董＆古布展２３
　４月14日（金）～４月16日（日）
　日曜市でおなじみの古美術高陽

堂の展示会です。江戸～昭和の漆
器、陶磁器、家具、戦前戦後のレ
トロな生活雑貨など約500点を展
示販売します。

◇夏の創作和布展
 ４月28日（金）～５月７日（日）
　土佐市、浪漫堂の展示会です。人

気の和布素材で、一点一点手作り
した着心地の良い生活着を中心に
帽子やバッグ、アクセサリーなど約
300点を展示販売します。

紙の博物館

 893-0886
●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 　　　　　（ただし、祝日は開館し翌日休館）
※5月1日㈪は特別開館いたします。

http://kamihaku.com/ 検索

版画トリエンナーレの歩み

第5回高知国際版画
トリエンナーレ展

　2002年の第５回展は、それまでの行政主導から民間主導へと変わり、高知県手すき和紙
協同組合が事務局を務めることとなりました。

★4月1日より作品募集が始まり、第10回展に向けて本格スタートしました！

会期：2002年3月16日～4月21日
入賞作品：20点
入選作品：189点

2017年4月23日（日）～5月14日（日）
会場：いの町紙の博物館

第10回高知国際版画トリエンナーレ展プレイベント第3弾

第84回日本版画協会巡回展

応募者総数：1,373人
応募作品総数：3,210点
応募国（地域）数：71

関連企画のお知らせ

ARCHITECTURE OF 
THOUGHT
Softic Tanja

第5回
大賞

2017.10.7-12.3

主催：土佐和紙国際化実行委員会　問い合わせ：土佐和紙国際化実行委員会事務局（いの町紙の博物館内）

第10回展まで 

189日
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4 月 ホームページから蔵書検索ができます。「予約」は、
図書館カウンター又は便利なWeb予約でお申し
込みください。（Web予約利用の際は、事前に利
用者登録及びパスワード設定が必要です。）新しく入った本

【小説】
・密室本能寺の変（風野真知雄　著 ／ 祥伝社）
・主君－井伊の赤鬼・直政伝－（高殿円　 著／ 文藝春秋）
・不時着する流星たち（恩田陸　著 ／ 角川書店）

・ビニール傘（岸政彦　著 ／ 新潮社）
・錯迷（堂場瞬一　著 ／ 小学館）　
・ついに、来た？（群ようこ　著 ／ 幻冬舎）

・だるまちゃんと楽しむ日本の子どものあそび読本（かこさとし　著 ／ 福音館書店） ・アンダーアース・アンダーウォーター－地中・水中絵－(アレクサンドラ・ミジェリンスカ　作 ／ 徳間書店）

・毎日っていいな（吉本ばなな　著 ／ 毎日新聞出版）
・さっぱりと欲ばらず（吉沢久子　著 ／ 中央公論新社）
・幸田家のことば－知る知らぬの種をまく－（青木奈緒　著 ／ 小学館）

・それでもこの世は悪くなかった（佐藤愛子　著 ／ 文藝春秋）
・山猫珈琲　下巻（湊かなえ　著 ／ 双葉社）
・オトナのたしなみ（柴門ふみ　著 ／ キノブックス）

【児童】

【ノンフィクション・その他】

4月18日（火） 10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

～あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの時間～
【対象：０～３歳児・保護者】

●図書館ホームページ（資料の検索・Web予約※ができます。）http://inolib.town.ino.kochi.jp/
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/spopac/index.do（スマホサイト用）
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/mobile/index.do（携帯サイト用）
　＊Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊毎朝４：00～４：30の間、サーバメンテナンス作業のため、ホームページの閲覧・Ｗeb予約ができません。

・「新生活応援」
・「10代のキミたちへ 世の中の不思議とひみつ」
・「おやすみなさいのえほん」

今月のテーマ展示

◆ 図書館バス ◆
巡回地区および主な停車場所
火曜日…吾北方面
　勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾北総合支所
　吾北中央公民館・水辺の駅あいの里　ほか
水曜日…天王方面
　紙の博物館・天王南２丁目公園・天王南３丁目集会所
　天王南７丁目集会所・天王コミュニティセンター
　天王北４丁目広場・池ノ内コミュニティセンター　ほか
木曜日…本川方面
　633美の里・本川遊漁センター・本川総合支所
　三瀬駐在所　ほか

※停車場所・時間帯などの詳細は、図書館まで
　お問い合わせください。

4月21日（金）　10：00～11：00
※今月は、第1金曜日に変更します。

5月はお休みです。 

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎ 850-4360　
開館時間…9：30～18：00
休館日…月曜日・祝日

住所…いの町枝川2462番地　☎ 850-4350
開館時間…9：30～18：00
休館日…月・水・金・日曜日・祝日

●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも
返却できます。

　また、高知県立図書館・高知市立市民図書館の本も、
返却できます。

【対象：読み聞かせボランティア】

4月15日（土） 10：30～11：00
☆ 毎月第3土曜日 ☆

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～
【対象：幼児～小学生】

　不要になったビデオ（VHS）を、お譲りします。ご希望の方
は、図書館までお電話または直接お問い合わせください。

・4ヶ月児健診････････････････4月  6日（木）
・プレママほっとルーム･･･････4月  6日（木）
・ぐりぐらひろば･････････････4月18日（火）
・1.6歳児健診････････････････4月20日（木）
・吾北・本川地区乳児健診･･･････4月27日（木）
絵本や読み聞かせのことなどお気軽にご相談ください。

～「本との出会い推進員」が訪問します～

図書館カードをお持ちのみなさまへ
　貸出時に、登録されている個人情報（ご住所・お電話
番号など）の確認作業を行っています。変更があった
場合は、証明できるもの（免許証・保険証など）の提示
をお願いする場合がありますが、ご了承ください。（更
新は3年に1度です。）

図書館だより

 Peek a boo  読み聞かせ勉強会 

 くつしたのあな 



ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ
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院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

詳細は、ぐりぐらつうしんをご覧ください。4月・5月初旬行事予定

★まさちゃんの歌とふれあい遊び
　４月14日（金）10：30～11：00
★子育て座談会①～気軽な健康や育児の相談～
　４月14日（金）13：00～13：50
★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ＆
　こいのぼり作り
　４月18日（火）10：00～11：00

★おやこっこたいむ（育児相談）
　４月25日（火） ９：30～11：30
　　　　　　　（受付は9：50まで）
★出張Peek a boo
　５月  2日（火）10：30～11：00
★まさちゃんの歌とふれあい遊び
　５月12日（金）10：30～11：00

　春風に誘われ、お出かけしたくなる季節になりました。ひろばは、雨の日でも遊んだり過ごしたりできる親子の
居場所です。寝転んだりハイハイしたりして赤ちゃんも楽しんでいます。お弁当など昼食を食べる場所もあるの
で、気軽にご利用ください。スタッフ一同、皆さんとの出会いを心待ちにしています♡

◆小麦粉粘土
楽しいね◆

◆保護者会活動◆
“抱っことおんぶのお話会”

◆手作り楽器
コンサート◆

申込・問い合わせ ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　☎ 892-3151

なないろはぁと
＊どちらも予約不要

開所時間
9:30 ～15:00
ぐりぐらひろばHP

親子のためのホッとタイム
～妊娠期からの子育てのために～

開催時間：13：30～15：0０
※母乳相談・個別相談は要予約
4月   5日（水）	ベビー＆ママヨガ
	 おやつ試食・母乳相談
　　12日（水）	小児科医との座談会・個別相談
　　19日（水）	講話＆ベビーマッサージ
　　26日（水）	大人のための読み聞かせ

ぐりぐら♡ほっとルーム
～産前産後のママたちの出会いのひろば～

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00
産前産後ママたちが集えるカフェのようなお部屋です。妊娠
期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も用意しています。
お気軽にご利用ください。

【妊婦さん～産後4ヵ月のママ限定メニュー】
＊赤ちゃんといっしょにご参加いただけます。
★4月 ６日（木）10：00～11：30
　ハンドマッサージでリフレッシュ♪
　赤ちゃんが落ち着く抱っこの仕方って？
　図書館司書による読み聞かせ
★5月11日（木）10：00～11：30
　マタニティ＆ママヨガ

なないろはぁと受講者を
対象に、母子手帳交付時の

「なないろはぁとご招待＆プレゼント券」
でオーガニック素材の

ベビーケットをお渡ししています。 いの町の妊婦さんへ

プレゼント中

産前産後の
ママたちの出会いと
憩いの場になれば
と願っています♥
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申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名・※相談内容］

筆記用具・講座に応じて
（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウスなど）

パソコン教室のご案内　５月開催予定講座

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296

院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科

 パソコン
　やってみん!?

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室
Windows操作・印刷からワード・エクセル活
用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク
基礎・インターネットとメール・etcの相談室で
す。
スマートフォン・タブレットについては、WiFi接
続や基本操作などです。

（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図
面ソフト）は除く）その他の内容については、予
約の時に相談内容をお願いします。

5 月
予 定 表

5月分締切日：4月25日（火）17：00
主　催：教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：伊野公民館２階第３会議室

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室

インターネット活用

職場・グループで申し込み　仕事で使うExcel・Word

開催時間 受講料ほか 5月日程

パソコン・スマホ・タブレット
個別相談室

※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00

受講料 1,000円

5／  7（日）

5／13（土）

5／14（日）

5／27（土）

5／28（日）
※予約がない場合は中止します。

開催時間 受講料ほか 5月日程

インターネット活用
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

10名以上開催
受講料 3,000円

5／20（土）

開催時間 受講料ほか 5月日程
職場・グループで申し込み
仕事で使うExcel・Word 

使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

10名以上開催
受講料 3,000円

5／  6（土）

職場や友人と一緒に学びたい方や、職場
の問題を解決したい。
残業時間を減らす工夫をしたい。などなど
申込時に相談内容や質問項目をお寄せく
ださい。内容によっては、具体的なお問い
合わせのお電話をさせていただく場合が
あります。

インターネット活用
初めてインターネットに挑戦してみようとさ
れる方から便利なページを紹介し活用方
法まで行います。

職場・グループで申し込み
仕事で使うExcel・Word
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　いの町観光協会は平成18年４月に誕生して、

11年目となりました。

　いの町の魅力は、全国的にも徐々に知名度が

上がってきた仁淀川や海抜約10ｍ～1800ｍ余

まである自然美のすばらしさ、その他にも歴史

ある伝統産業である土佐和紙など、数多くの素

材にあふれております。

　本年度も、魅力あふれる“いの町”をより多くの人

に知ってもらい、来てもらい、楽しんでもらえるよ

う努めてまいります。

　是非とも、近所の花の情報や、地域のお祭りごと

など、観光に関するご意見や町のアピールに繋がる

アイディア等お気軽にご連絡いただければと思いま

す。

いの町観光協会からのお知らせ
■ 問い合わせ　〒781-2101 いの町大国町145　　☎ 893-1211　　Fax 893-1205

　『いの町ガイドくらぶ』は、旅行で来られた

県外の方や、久しぶりに高知に帰ってきた方か

らの申込みを受けて、町の歴史や魅力を伝える

ガイドを行います。また、いの町内の歴史や施

設など、お客様の満足度を高める勉強会も開い

ております。

　「志国高知 幕末維新博」も始まり、土佐和

紙の歴史を中心に、多くの人がいの町にやって

きます。『旅行者と話してみたい』『いの町の

ことを好きになってもらいたい』『いの町の歴

史について勉強したい』という方は、お気軽に

［いの町観光協会］までご連絡ください。

“いの町ガイドくらぶ” 町歩きガイド 募集中！

一緒にいの町の魅力を伝えませんか？



４月１日～10日の予定は広報３月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

4／11  ▼   5／10保健行事予定表
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広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

休日当番医
5　月

３（水） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111
４（木） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551
５（金） 森 木 病 院 ☎ 893-0014
７（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

１４（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111
２１（日） 天 王 診 療 所 ☎ 891-6678
２８（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

4　月
　２（日） い の 病 院 ☎ 893-0047
  ９（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

１６（日） 西 村 整 形 外 科 ☎ 893-2455
２３（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111
２９（土） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551
３０（日） WESTほね関節クリニック ☎ 850-8811

１歳６か月児健診、吾北・本川乳児健診は、個別に通知します。子育てサービス
内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む
（育児相談）

4/11（火） 枝川コミュニティセンター

9：30～ 9：504/18（火） 天王コミュニティセンター
4/25（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）
5/  9（火） 枝川コミュニティセンター

た ま ご っ こ た い む ※
（ マ タ ニ テ ィ 教 室 ） 　

4/15（土） 総合健康センター（ぐりぐらひろば） 9：45～10：00

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 4/20（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
吾 北・本 川 乳 幼 児 健 診 4/25（火） 吾北中央公民館 13：00～14：00

※参加希望の方はほけん福祉課（☎８９３–３８１１）まで申込をお願いします。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

診療時間：　９時 ～ １２時３０分
　　　　　１４時 ～ １７時３０分

健診申込受付
内　　容 実施日 実施場所 受付時間 電話申込受付期間

健 診

5/15（月） 旧神谷中学校 8：00～10：00 4/17（月）～
5/17（水） 勝賀瀬小学校 8：00～ 9：00 4/19（水）～
5/25（木） 吾北山村開発センター 8：00～10：00 4/24（月）～
5/26（金） 波川公民館 8：00～10：00 4/26（水）～
5/30（火）

天王コミュニティセンター 8：00～10：00 5/  1（月）～5/31（水）
6/  1（木）
6/  9（金） 清水公民館 8：00～10：00 5/  8（月）～

乳 が ん 検 診
子 宮 頸 が ん 検 診

6/12（月）
勝賀瀬小学校 8：00～   　　

5/10（水）～旧神谷中学校 10：00～   　　
波川公民館 13：00～   　　

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は１年に１回、乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回となっています。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（☎８９３―３８１１）までお申し込みください。
ハガキの場合は、４月広報（本誌）に折り込みの健康ガイドに入っているハガキで、平成２９年度の各会場での集団健診・
乳がん検診・子宮頸がん検診の申し込みができます。電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。


